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泉佐野市が
LINE公式アカウン

トを
開設しました!!

No．790

掲載のイベントなどへ参加する際は、手洗いや
マスクの着用などにご協力をお願いします。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベントなどが
中止・変更となる場合がありますので、必ず市ホームページをご覧
になるか問い合わせてください。（掲載の情報は9月11日現在です。）



※画面イメージ・内容などは随時変更になる場合があります。

問合先　自治振興課
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ぜひ友だち登録を
お願いします！

緊急情報も届くよ！

LINE とは…
　「LINE（ライン）」は、LINE株式会社が
提供するソーシャル・ネットワーキング・
サービス(SNS) で、無料通話やチャット
を行えるコミュニケーションツールです。
　利用するには、スマートフォンやパソ
コンに専用のアプリ（アプリケーション）
をインストールする必要があります。
　LINE について詳しくは、LINE 株式会社
のホームページ（https://line.me/ja/）
をご覧ください。

アカウント名：泉佐野市
ID：＠izumisano-city

　ご利用には、SNSアプリ
「LINE」のダウンロードと、
友だち登録が必要です。
※詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

【友だち登録の方法（下記のいずれか）】
●LINEアプリで上のQRコードを読み取り、
　「泉佐野市」を「追加」して登録
●LINEアプリのホーム画面で、「泉佐野市」を
　検索し「追加」して登録
●LINEアプリの「友だち追加」から上記のID
　で検索し「追加」して登録
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個人番号カード交付申請書が手元にない場合は、下記の本人確認書
類を持参のうえ、市民課までお越しください。
●本人確認書類（ＡまたはＢ）
　Ａ：顔写真付き官公署発行の証明書の場合は１点
　　　（運転免許証、パスポート、顔写真付き住基カードなど）
　Ｂ：顔写真のない証明書の場合は２点（うち１点は官公署発行のもの）
　　・官公署発行の証明書（保険証・年金手帳・介護保険証など）
　　・上記以外（社員証、学生証、学校名が記載された書類、預金通
　　　帳など）
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マイナンバーカードの申請はお済みですか？マイナンバーカードの申請はお済みですか？問合先　市民課　

　　　図書館の本を借りることができます！図書館の本を借りることができます！
問合先　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館（☎469-7130）

　10月1日から、マイナンバーカードを利用して中央図書館と各公民館図書室の本や視聴覚資料（DVD
やCDなど）を借りることができるようになりました。事前の利用登録が必要です。（下記参照）
※移動図書館ではマイナンバーカードの利用はできません。
【利用登録から貸出までの流れ】
①図書館に来る前の準備
　(1)マイナンバーカードを取得する
　　　交付申請を行い、市役所窓口で受け取ってください。
　(2)マイナンバーカードに「マイキー ID」を設定する
　　　ご自宅のパソコンやお持ちのスマートフォンで設定できます。
　　　（パソコンでの登録には、別途ICカードリーダライタが必要になります）
　　※市役所の市民課でも「マイキー ID」の設定が可能です。
②図書館で手続き
　図書館カウンターでマイナンバーカードと貸出カードの連携登録を行います。
用意するもの
　(1)マイキー IDを設定したマイナンバーカード
　(2)泉佐野市立図書館の貸出カード
③貸出
　連携登録済のマイナンバーカードを図書館カウンターで提示いただくと、貸出カード同様に本を借り
ることができます。

9月～来年3月の期間限定！
マイナポイントがもらえるキャンペーン！

　マイナンバーカードを使ってお好きなキャッシュレス決
済サービスを選び、そのキャッシュレス決済サービスで
チャージまたは買い物をすると、ご利用金額の25％分のポ
イントがもらえます！（1人あたり上限5,000円分）

マイナンバーカード
（個人番号カード）とは…
マイナンバーカードは顔写真付

きの公的な本人確認書類として利
用できるほか、カードのICチップ
に搭載された電子証明書を用いて、
コンビニで住民票の写しや印鑑登
録証明書を取得できた
り、e-Tax（ネットで
の確定申告）をはじめ
とした各種電子申請を
行うことができます。

マイナン
バーカー

ドで
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高齢者インフルエンザ予防接種
公費の実施期間・回数　10月1日㈭～来年1月31日㈰に1回接種
※抵抗力がつくまでに2週間程度かかるとされていますので、ご自身の体調をふまえて接種してください。実施
期間を過ぎると費用は全額自己負担となります。
対象　本市に住民登録があり、下記①②のいずれかに該当し、自らの意思と責任において接種を希望する人
①接種当日65歳以上の人
②接種当日60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害、
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人（該当の機
能障害で身体障害者手帳1級所持または相当程度の人）
持ち物　健康保険証・医療証など本人確認ができるもの、身体障害者手帳など（②のみ）
※説明書や予診票は、指定医療機関にあります。
場所・申込　直接、5ページの指定医療機関へ
※自己負担金について、詳しくは広報11月号や市のホームページなどでお知らせします。

感染拡大防止のポイント
●手洗いや咳エチケットなどを徹底しましょう。
●「換気の悪い密閉空間」「多数が集まる密集場
所」「間近で会話や発声をする密接場面」を避け
ましょう。
●多人数での会食や飲み会を避けましょう。

令和元年度の高齢者肺炎球菌定期予防接種対象の人へ
　新型コロナウイルス感染症に伴う感染予防のため、やむを得ず令
和2年3月31日までに接種できなかった令和元年度対象の人の実施
期間を令和3年3月31日まで延長します。接種を希望する人は、指定
医療機関か健康推進課へ問い合わせてください。また、減免制度は、
令和2年度の発行基準で対応します。
※上記に該当し、すでに全額自費で接種された人に対し償還払いが
できる場合がありますので、健康推進課まで相談してください。

高齢者肺炎球菌予防接種
公費の実施期間・回数　来年3月31日㈬までに1回接種
対象　本市に住民登録があり、下記①②のいずれかに該当し、自らの意思と責任おいてに接種を希望する人
※公費で接種歴のない下記の令和2年度対象の人へ5月に案内ハガキを送付しています。（接種する際に、本案内
ハガキの提出が必要です。ハガキがない人は、指定医療機関か健康推進課へ問い合わせてください。）案内ハガ
キが届いた人でも、自費も含め接種歴がある人は対象となりません。
①令和2年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人（下表参照）
②接種当日60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害、
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人（該当の機
能障害で身体障害者手帳1級所持または相当程度の人）
※脾臓を摘出した人、公害認定者などは、医療保険などの対応とするか接種医と相談してください。
自己負担金　4,000円　※減免制度あり
減免制度　※接種前の申請が必要です。
●市民税非課税世帯に属する人には自己負担免除券を発行しますので、事前に健康推進課へ本人確認ができるも
のを持参して申請してください。
※自己負担免除券は、接種の際に直接指定医療機関へ提出してください。
●生活保護法による被保護世帯に該当する人は、生活保護受給者証明書の原本などを接種の際に直接指定医療機関
へ提出してください。
持ち物　健康推進課より送付のハガキ、健康保険証・医療証など
本人確認ができるもの、身体障害者手帳など（②のみ）
※説明書や予診票は、指定医療機関にあります。
場所・申込　直接、5ページの指定医療機関へ

65歳：昭和30年4月2日～昭和31年4月1日生

70歳：昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生

75歳：昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生

80歳：昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生

85歳：昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生

90歳：昭和5年4月2日～昭和6年4月1日生

95歳：大正14年4月2日～大正15年4月1日生

100歳：大正9年4月2日～大正10年4月1日生

問合先　健康推進課

　新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの
同時流行を防止するため、予防接種を受けましょ
う。今年度は、6ヵ月～15歳および65歳以上の市
民を対象に、インフルエンザ予防接種を下記のと
おり実施します。
　また、左記の「感染拡大防止のポイント」を実
践し、感染症予防に努めましょう。

インフルエンザや新型コロナウイルスなどのインフルエンザや新型コロナウイルスなどの
感染拡大を防止しましょう感染拡大を防止しましょう
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こどものインフルエンザ予防接種
実施期間　10月26日㈪～来年1月31日㈰　※実施期間を過ぎると費用は全額自己負担となります。
対象　接種当日、泉佐野市に住民登録があり、生後6ヵ月に達した日から15歳に達した日以降の最初の年度末ま
での間にある人（令和2年度は、平成17年4月2日以降に生まれた人で、接種当日、生後6ヵ月以上の人が対象）
接種回数　●接種当日13歳未満…実施期間中2回まで
　　　　　※1回目の接種時に12歳であった人が、2回目の接種時に13歳以上となった場合に限り、2回目の接種
　　　　　も公費助成の対象となります。2回目は2～ 4週間の間隔をあけて接種してください。（免疫効果を考慮
　　　　　すると3、4週間おくことが望ましいといわれています）
　　　　　●接種当日13歳以上…実施期間中1回
助成方法　接種時に指定医療機関で母子健康手帳と申請書兼委任状（指定医療機関窓口に設置）を提出してください。
持ち物　母子健康手帳、乳幼児医療症・健康保険証など本人確認ができるもの
場所・申込　直接、指定医療機関に予約してください。指定医療機関については、健康推進課ホームページを参
照してください。
※助成額について、詳しくは広報11月号や市のホームページなどでお知らせします。
【注意事項】　子どものインフルエンザ予防接種は、任意予防接種です。ワクチン接種の効果および副反応などについて、医師
より説明を受け、よく理解したうえで接種してください。ワクチンの接種により入院が必要な程度などの健康被害が出た場合、
法律などに基づく救済を受けることができますが、予防接種法に基づく救済と給付額などが異なりますのでご注意ください。

高齢者インフルエンザ・高齢者肺炎球菌 予防接種指定医療機関（10月1日現在）

町 名 名　称 電話番号 インフル
エンザ

肺炎
球菌

葵 町つじもとクリニック 469-2080 〇 〇
市場西 たかやまクリニック 462-7778 〇 〇
市場南 長田医院 461-1500 〇 〇

上 町

あらい耳鼻咽喉科 462-3387 〇 〇
泉本医院 469-3181 〇 〇
小西胃腸科内科医院 469-6619 ○ ○
白井内科クリニック 462-1877 〇 〇
中野クリニック 464-0021 ○ ○
やました耳鼻咽喉科クリニック 462-3341 〇 ー

大 西
聖愛クリニック 462-0550 〇 〇
谷口病院 463-5540 ー 〇
西田医院 462-3356 〇 〇

大 宮西田外科・内科 462-8725 〇 〇

上瓦屋
青松記念病院 463-3121 〇 〇
泉南藤井病院 464-6466 〇 〇
新山診療所 462-7452 〇 〇

上之郷 上之郷診療所 429-9090 〇 〇
佐野台 矢頃クリニック 463-1018 〇 〇
下瓦屋 中西脳神経外科・内科 462-2358 〇 〇
新安松 浅井クリニック 466-0122 〇 〇
高松北 上仁上田クリニック 462-3458 〇 〇
高松南 梶野医院高松診療所 469-6633 〇 〇

鶴 原

おおうら整形外科 464-5841 〇 〇
小笠原医院 462-0268 〇 〇
長澤医院 462-2443 〇 〇
なかつか整形外科リハビリクリニック 469-1300 〇 〇
東佐野病院 464-8588 ○ 〇
ひがしの耳鼻咽喉科 464-8741 〇 ー
三好医院 463-6911 〇 ○

町 名 名　称 電話番号 インフル
エンザ

肺炎
球菌

中 庄大野外科胃腸科 464-0302 〇 〇
ゆたかクリニック 463-7725 〇 〇

長 滝
釈迦戸医院 465-4180 〇 〇
田中医院 466-6800 〇 〇
樽谷医院 466-1180 〇 〇

中 町佐野記念病院 464-2111 〇 〇

羽倉崎石井クリニック 447-5565 〇 〇
羽原病院 466-3881 〇 〇

羽倉崎上町 平野医院 465-4668 〇 〇

日根野

ありた整形外科 467-3051 〇 〇
泉屋内科クリニック 467-3222 〇 〇
えびすのクリニック 450-0380 〇 〇
大植医院 450-2820 〇 〇
中川クリニック 461-1302 〇 〇
中山医院 468-0303 〇 〇
平松診療所 468-2481 〇 〇

本 町武井医院 462-7755 〇 〇

湊 泉佐野優人会病院 462-2851 〇 〇
ひがきクリニック 487-8343 〇 〇

南中樫井 樫井診療所 466-8661 〇 〇

りんくう
往来北

リョーヤコマツクリニック 463-7003 〇 〇
レオゲートタワーレディースクリニック 460-2800 〇 ー
りんくうタウンクリニック 460-1122 〇 〇

若宮町山田外科医院 462-3106 〇 〇

　いずれの予防接種も直接、指定医療機関に予約して
ください。
　指定医療機関以外で接種される場合は、必ず事前に
健康推進課へ問い合わせてください。

※熊取町、田尻町、泉南市、阪南市、岬町でも接種できる医療機関がありますので、希望する場合は健康推進課
へ問い合わせてください。



防 災 情 報 問合先　自治振興課 危機管理室
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11月1日㈰、大防災訓練を行います11月1日㈰、大防災訓練を行います
「夜間発災！」～家庭でやろう、防災訓練～

　市の特産品であるタオルを使って、災害時の安否を知らせる訓練を行います。無事である場合はタオルを玄
関に結ぶことで、タオルが無い場合は安否確認が必要であるサインとなり、無事でない事をご近所などに気づ
いてもらいやすくするために行います。
日時　11月1日㈰ 午後7時～
場所　市内全域
重点項目　「夜間発災に備える」「住民自ら備える」
訓練内容
●身を守る訓練…緊急地震速報などを合図に姿勢を低くして頭を守るなど命を守る行動をとっ
てください。
●安否確認タオル掲出訓練…無事を知らせるタオルを玄関などへかけてください。
●ご近所への呼びかけ
●大防災訓練アンケート…訓練広報チラシ裏面のアンケートに回答し、地域の自主防災組織ま
たは市役所自治振興課危機管理室へ提出してください。（訓練広報チラシは、市内公共施設または市ホームペー
ジからも入手できます。）
※三密防止のため避難所開設は行いません。午後7時に市内の防災行政無線から緊急地震速報が放送されます。午
後7時5分には防災行政無線からサイレンが鳴り、市から避難指示などを知らせる緊急速報メールを配信します。

泉佐野駅
南海本線

令和2年8月5日に大阪府より
「高潮浸水想定区域図」（想定し得る最大規模）が公表されました

　公表された高潮浸水想定区域図は最悪の事態を想
定し、我が国における想定最大規模の台風（室戸台
風級910hPa）により、大阪湾沿岸で潮位偏差が最も
大きくなる複数の経路を想定して、高潮浸水シミュ
レーションを実施し作成していま
す。詳しくは泉佐野市のホームペー
ジ（QRコード）をご覧ください。

▲QRコード

11月1日㈰は市民防災の日
　市民一人ひとりが様々な災害についての防災意識を高め、災害に対する備えを強化し、安全で安心なまちづくり
を推進するため、毎年11月の第1日曜日を「市民防災の日」としています。

関西国際空港



泉佐野市の行政情報番組

　J:COMチャンネルで放送
中！

◀
泉
佐
野
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　「
一
生
犬
鳴
！
イ
ヌ
ナ
キ
ン
！
」

▶
イ
ヌ
ナ
キ
ン
の
分
身
「
ゆ
る
ナ
キ
ン
」

詳しくはホームページ
をチェック！
http://www.city.izumi
sano.lg.jp/sanotele/

毎週月・木・土曜日
泉佐野

市の情報がもりだくさん !!泉佐野
市の情報がもりだくさん !!

　　　　　　　　　100年目の国勢調査
調査への回答はお済みですか？
～10月7日㈬までに回答をお願いします～

●国勢調査は、令和2年10月1日現在で日本に住んでいるす
べての人・世帯が対象です。
●回答はインターネットがとても便利です。すでにインター
ネットでの回答が済んでおり、10月1日㈭時点で世帯員の
出生や転居など回答内容に変更のある場合は、10月7日㈬
までに再ログインをして修正をお願いします。
●紙の調査票での回答を希望の場合は、すでにお配りして
いる紙の調査票に記入のうえ「郵送提出用封筒」に入れて
10月7日㈬までに投函してください（切手不要）。また、調
査員による回収を希望する場合は、下記の問合先へ連絡し
てください。
●調査票には、あなたの世帯の世帯員をもれなく記入して
ください。調査票が不足する場合は、下記の問合先へ連絡
してください。
問合先　国勢調査泉佐野市実施本部
　　☎493-2288（直通）

【国勢調査コールセンター】
☎0570-07-2020
※IP電話の場合は☎03-6636-9607
期間　11月30日㈪まで
（土・日曜日、祝日も利用可）
時間　午前8時～午後9時
※おかけ間違いのないように注意してくださ
い。ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定
電話の場合、全国一律で市内通話料金で利用
できます。携帯電話・PHSの場合は、それぞ
れ所定の通話料金となります。
　IP電話用電話番号の通話料金は、所定の通
話料金となります。

広報いずみさの 令和2年10月号7
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放送ch　J:COMチャンネル（地デジ11ch）
番組時間　30分番組
放送枠　月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
　　　　土曜日 正午～（2週で約6回リピート放送）
　　　　※編成改編などで変更になる場合があります。
放送期間　月２回更新（前半1～ 15日、後半16日～月末）
視聴可能エリア　J:COMりんくう局エリア（貝塚市～岬町）
問合先　自治振興課



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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花と緑があふれる学校　第三小学校（児童数132人）
教育目標　「進んで学ぶ子ども」「思いやりのある子ども」「がんばる子ども」の育成
　　　　　～あいさつをしよう・やくそくをまもろう・おもいやりをもとう～
特色
●ICTを活用した学習　授業においてデジ
タル教科書やタブレットなどを使用して
学習しています。1人1台ずつタブレット
を使うことができ、学習内容に応じて効
果的に活用しています。
●たてわり班活動
●緑豊かな学校
●地域との交流

特
認
校
に

入
学
・
転
学

し
ま
せ
ん
か

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
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開
し
て
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全
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。
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０
０
５
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町
４
番
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☎
４
６
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０
５
６
０
）

各小学校の特色紹介
山あいにたたずむ木造校舎の小学校　大木小学校（児童数49人）

教育目標　「自らの思いを伝えあい、共に学びあい、人生や社会に活用できる子ど
も」を育てる
特色
●豊かな自然を生かした体験活動　学校
のすぐ下を流れる大木川に生息する身近
な生き物を観察する「川探検」や「ワラ
ビ採り」や「田植え・稲刈り」などいろ
いろな自然体験活動に取り組んでいます。
●少人数を生かした学習指導
●縦割り異年齢活動
●地域一体の教育活動
※登下校時にはスクールバスを運行（南海
「泉佐野」駅、JR「日根野」駅を経由）

友だちと楽しく運動、楽しく学習　佐野台小学校（児童数126人）
教育目標　「世界一の学び」～地球的規模の視点に立って、上質な研さんを一層深
め、命と春風を今ここでつないでいく～
特色
●体力づくりの取組　毎日2時間目終了後
の15分間、体を動かす時間「UPタイム」
を設定しています。また、日本体育大学
への訪問やトップアスリートを招いての
スポーツ交流を行っています。
●確かな学力を育む取組
●ふれあい活動の取組

（児童数は令和2年5月1日現在）
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令和3年度 保育園・認定こども園（保育）
児童入園受付

対象　保護者のいずれもが働いている、または
病気などの理由で、家庭で保育できない市内在
住の0～5歳児（平成27年4月2日以降に生まれ
た就学前児童）
募集人数　若干名
申込用紙の配付日時・場所　10月1日㈭～
●各園…平日は午前10時～午後4時
　　　　土曜日は午前10時～正午
※土曜日は事前に電話をかけてからお越しください。
●子育て支援課…平日の午前9時～午後5時
申込　表の受付日の午前10時～午後2時に各園へ
※受付時に簡単な面接を行いますので児童同伴
で来てください。各施設の受付日に申込できない
場合は、11月7日㈯・8日㈰ 午前10時～午後2時
に、のぞみこども園で受付します。
問合先　子育て支援課

※11月7日㈯・8日㈰ のぞみこども園（全体受付）
は大変混雑しますので、できるだけ第1希望園への
申込をお願いします。新型コロナウイルス感染症対
策のため、清和、泉ヶ丘、ルーテル、杉の子、あおい、
なかよし、上之郷、すえひろ、つばさ、鶴原の各園
は予約制となっていますので、必ず予約の上、申込
をお願いします。

【各園での受付】
受 付 日 名　称 所 在 地 電話番号

10月17日㈯ こども園杉の子 鶴原1757 464-0379
ひねのこども園 日根野7277 468-0345

20日㈫ 上之郷こども園 上之郷1651-1 467-0793
21日㈬ ひかりこども園 南中樫井1065 465-1447
22日㈭ こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713
23日㈮ 清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972
24日㈯ なかよしこども園 中庄831-5 464-5010
26日㈪ 下瓦屋こども園 上瓦屋610-1 463-3359
27日㈫ ルーテルこども園 湊3丁目13-11 463-1436
28日㈬ 泉ヶ丘こども園 鶴原935-3 463-0041
29日㈭ 鶴原保育園 鶴原1033 463-0065
30日㈮ こだまこども園 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
31日㈯ あおいこども園 長滝4067 464-3466

11月  2日㈪ さくらこども園 旭町4-6 462-2913
3日㈷ すえひろこども園 東羽倉崎町9-14 466-0300
5日㈭ はるかこども園 長滝1028 468-8170
6日㈮ のぞみこども園 上瓦屋583-1 468-8005
7日㈯ のぞみこども園

（全体受付） 上瓦屋583-1 463-37048日㈰【注意】
●今年度に待機登録していて、来年度の入園
を希望する場合も再度申込が必要です。
●年度途中（令和3年5月～令和4年3月）の入
園を希望する場合も、表の日程で申込をして
ください。
●転園希望者は、希望する園への新規申込とな
ります。

　　　　　　　　　　　　令和3年度 
公立認定こども園 1号認定 園児募集

　認定こども園は、幼稚園（1号認定）と保育所（2・
3号認定）の機能や特徴をあわせ持ち、地域の子育て
支援も行う施設です。
対象　市内在住で次に該当する幼児
●4歳児

…平成28年4月2日～平成29年4月1日の出生児
●5歳児

…平成27年4月2日～平成28年4月1日の出生児

こども園名 所 在 地 電話番号 募集定員
4歳児 5歳児

のぞみ 上瓦屋583-1 463-3704
各55人 各60人はるか 長滝1028 467-0854

さくら 旭町4-6 464-0828

いずみさの子育て応援給付金申請の受付期間が終了します
　いずみさの子育て応援給付金は、令和2年5月31日時点で泉佐野市内に住民登録のあ
る児童（平成13〔2001〕年6月1日～令和2〔2020〕年5月31日生まれ）の保護者な
どが支給対象者となります。
　いずみさの子育て応援給付金は、対象の児童が現在泉佐野市より児童手当・特例給付
を受けていない場合は申請が必要です。申請が必要な16～18歳の対象児童の保護者等
および公務員の人へは申請書を7月に郵送しています。
　申請期間は10月30日㈮までとなっていますので、申請書が未提出の場合は急いで提
出してください。
問合先　子育て支援課

申込用紙の配付日時・場所
9月23日㈬～10月6日㈫（土・日曜日除く）
●各園…午後2時～4時
●子育て支援課…午前9時～午後5時
※いずれも10月6日㈫は午後3時まで
申込
10月5日㈪・6日㈫ 午後2時～4時に各園へ
※初めて入園を希望する場合は、受付時に簡単
な面接を行いますので、幼児同伴で来てくださ
い。定員を超えた場合は公開抽選となります。
5歳児については、4歳からの継続児で定員に
達した場合は、新規の受付はしません。
問合先　子育て支援課

こども園のご案内こども園のご案内
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

■空港周辺での
ドローン飛行禁止に関するお知らせ

　関西国際空港および大阪国際空港の周辺（空港の敷地と
その周辺概ね300mの地域）の上空では、重さや大きさに
かかわらず、ドローンなどを飛行させることが禁止されて
います。違反した場合には、警察官などによる機器の退去
命令や、飛行の妨害などの措置の対象となるおそれがあ
り、1年以下の懲役または50万円以下の罰金に処せられる
場合があります。なお、航空法により、空港の周辺や人口
集中地区の上空などの空域は、原則としてドローンの飛行
は禁止とされています。
　また、空港周辺において飛行しているドローンなどや、
飛行させようとしている人を発見した場合は、速やかに警
察へ通報していただきますよう、皆様のご協力をお願いい
たします。
※飛行ルールについては、国土交通省ホームページ
（https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000003.
html）をご覧ください。
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月
間
で
す
。
最
近
、
青
少

年
の
間
で
、
大
麻
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
の
薬
物
の
乱
用
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
乱
用
さ
れ
る
薬
物
の

心
身
へ
の
弊
害
は
大
き
く
、
時
に
は

死
亡
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
を
つ

く
り
、
青
少 

年
を
薬
物
乱
用
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

   10　　  
月
23     
日
㈮
〜
29     
日
㈭

放
置
ボ
ン
ベ
撲
滅
週
間

〜
あ
り
ま
せ
ん
か　

あ
な
た
の
周
り
に 

放
置
ボ
ン
ベ
〜

　　

ご
み
置
き
場
、
建
設
現
場
、
空
地

な
ど
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
ボ
ン
ベ
や

長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ボ
ン
ベ

は
危
険
で
す
。
ボ
ン
ベ
の
中
に
は
、

 

高
い
圧
力
の
か
か
っ
た
ガ
ス
が
入
っ

て
い
ま
す
。
ボ
ン
ベ
が
錆
び
て
い
た

り
す
る
と
強
度
が
低
く
な
り
、
少
し

の
衝
撃
で
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
も
、
今

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

発
見
し
た
ら
…

●
ボ
ン
ベ
が
錆
び
て
い
た
り
、
変
形

し
て
い
た
ら
絶
対
に
触
ら
な
い

●
ボ
ン
ベ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
へ
連
絡
す
る

●
所
有
者
不
明
や
電
話
番
号
が
表
示

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
泉
州
南
広

域
消
防
本
部
ま
で
連
絡
す
る

連
絡
・
問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防

本
部 

警
防
部 
予
防
課
（
☎
４
６
９

・
０
８
８
６ 
Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）

10
月
1
日
は浄

化
槽
の
日

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ

て
生
活
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る

装
置
で
す
が
、
維
持
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
な
い
と
水
質
が
悪
化
し
た

り
、
悪
臭
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
、「
保

守
点
検
」「
清
掃
」「
定
期
検
査
」
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
浄
化
槽
が
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
正
し
い
使
い
方

と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
撤
去
す
る
と
き
に
は
、

内
部
に
残
存
し
て
い
る
汚
泥
な
ど
の

処
理
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
は
市
の

許
可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
不
適
正
な
処
理
を
行
う

と
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
第
16
条
に
違
反
す
る
行
為

（
不
法
投
棄
）
と
な
り
、
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
の
場
合
は
3
億

円
以
下
の
罰
金
）に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

必
ず
市
の
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

10
月
は

「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係

る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す

る
条
例
」
啓
発
推
進
月
間

〜
そ
の
身
元
調
査
は
必
要
で
す
か
？ 

な
く
そ
う
部
落
差
別
〜

  

結
婚
差
別
や
就
職
差
別
な
ど
は
重

大
な
人
権
侵
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
部
落
差
別
事
象
の
発

生
を
防
止
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
た
め
、
部
落
差
別
事
象
を
引
き

起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
お
よ
び

土
地
に
関
す
る
事
項
の
調
査
・
報
告

な
ど
の
行
為
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

部
落
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ

る
調
査
の
依
頼
を
や
め
、
差
別
の
な

い
人
権
の
尊
重
さ
れ
た
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
戸
籍
・
住
民
票
は
、
原
則

と
し
て
本
人
以
外
は
弁
護
士
や
司
法

書
士
な
ど
が
職
務
目
的
で
入
手
す
る

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
委
任
状
の

偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正
取
得
は
違
法

行
為
で
す
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
浄
化
槽
法

で
「
保
守
点
検
」
や
「
清
掃
」
の

実
施
と
、
毎
年
１
回
「
定
期
検
査
」

（
11
条
検
査
）
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
守
点
検
及
び
清
掃
の
記

録
は
、
３
年
間
保
管
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

衛
生
課

（
☎
４
６
２・
７
９
８
２
）

10広報いずみさの 令和2年10月号



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
た
電
気
機

器
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
処
分
期
間
内
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〜

　

事
務
所
や
自
宅
な
ど
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

が
含
ま
れ
た
電
気
機
器
な
ど
（
変
圧

器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
業
務
用
の
照

明
安
定
器
な
ど
）
を
保
管
・
使
用
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
事
業
所
の
電
気

室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉
庫
な
ど
の

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を

含
む
電
気
機
器
な
ど
は
、
処
分
期
間

内（
高
濃
度
：
令
和
2
年
度
末
ま
で
、

低
濃
度
：
令
和
8
年
度
末
ま
で
）
に

処
理
が
必
要
で
す
。
確
認
方
法
や
届

出
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

府
産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
８
３
）

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

禁
止
で
す

　

野
外
焼
却
の
煙
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
例
外
を
除
き

「
何
人
も
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
】

●
震
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

め
に
必
要

●
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要

●
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い

●
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
草
木
な
ど
の

焼
却
で
あ
っ
て
、
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

問
合
先　

環
境
衛
生
課

　

周
辺
の
生
活
環
境
な
ど
に
影
響

を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
認
め
ら
れ
た
野
外
焼
却
で
も
、

で
き
る
だ
け
少
量
に
と
ど
め
、
風

向
き
・
強
さ
、
時
間
帯
な
ど
に
十

分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
に
関
す
る
講
習
会

　

当
消
防
組
合
で
は
、
次
の
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
上
級
救
命
講
習
（
年
４
回
）】

　

普
通
救
命
講
習
で
学
ぶ
内
容
に
加

え
て
、
骨
折
、
外
傷
、
や
け
ど
な
ど

に
対
す
る
応
急
手
当
や
搬
送
法
も
学

び
ま
す
。
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
応
急
手
当
普
及
員
講
習（
年
２
回
）】

　

所
属
す
る
事
業
所
の
従
業
員
の
人

や
地
域
の
人
な
ど
に
対
し
て
、「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
を
指
導
す
る
指
導
者
育
成
の
た
め

の
講
習
で
す
。
講
習
修
了
者
に
は
認

定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　【応

急
手
当
普
及
員
再
講
習（

不
定
期
）】

　

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
は
、
資

格
取
得
か
ら
３
年
で
失
効
し
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
３
年
間

有
効
と
な
り
ま
す
。
再
講
習
修
了
者

に
は
新
し
い
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

い
ず
れ
も

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部

警
防
部 

警
備
課
（
☎
４
６
９
・
０
１

１
９[ 

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
に
４

番] 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）
へ

※
申
込
方
法
、
日
程
な
ど
詳
し
く

は
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://senshu-m
inam

i119.
jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
救
命

入
門
コ
ー
ス
お
よ
び
普
通
救
命

講
習
会
に
つ
い
て
の
相
談
・
申

込
に
つ
い
て
は
泉
佐
野
消
防
署

（
４
６
９
・
０
１
１
９
）
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
個
人
や
有
志
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
道
路
や
溝
、
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
を
清
掃
し
て
い
た

だ
い
た
際
の
可
燃
ご
み
に
使
う
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
集
め
た
ご
み
は
、
週
2
回
の
可

燃
ご
み
収
集
日
に
ご
家
庭
の
ご
み
と

一
緒
に
出
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

環
境
衛
生
課
お
よ
び
社
会
福
祉
協

議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先　

環
境
衛
生
課

中
身
が
入
っ
た
ま
ま

出
さ
な
い
で
！

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
月
に
2
回
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

は
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ

た
状
態
で
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
泉
佐
野
市
田

尻
町
清
掃
施
設
組
合
第
二
事
業
所

（
ご
み
処
理
場
）
で
爆
発
事
故
や
、

運
搬
車
両
で
の
火
災
、
塩
素
系
の
洗

剤
な
ど
が
混
ざ
り
あ
っ
て
有
毒
物
質

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
処
理
場
職

員
の
健
康
被
害
発
生
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
一
度
ご
み
出
し
の
前
に

中
身
が
残
っ
て
い
な
い
か
を
確
認

し
、
適
切
な
ご
み
処
理
が
行
え
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
、
直
接

泉
佐
野
市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合

（
ご
み
処
理
場
）
に
搬
入
さ
れ
る
場

合
に
は
、
現
場
の
職
員
に
手
渡
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
中
身
の
残
っ
て

い
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
の
排
出

方
法
は
メ
ー
カ
ー
や
左
記
の
窓
口
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
日
本
エ
ア
ゾ
ー
ル
協
会
（
☎
03
・

５
２
０
７
・
９
８
５
０
）

●
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
お
客
様
セ
ン
タ

ー
（　

０
１
２
０・１
４・９
９
９
６
）

問
合
先　

環
境
衛
生
課
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

地域型包括支援センターを開設します
問合先　地域共生推進課

　身近な福祉の相談窓口として、令和2年4月1日から新池中学校区にお住まいの人を対象とした「包括支援セ
ンターしんいけ」を開設し業務を行っていますが、10月1日から、残る4中学校区（佐野中学校区、第三中学校区、
長南中学校区、日根野中学校区）に新たに地域型包括支援センターを開設します。
　地域型包括支援センターでは、介護や障害、子育て、生活困窮など、暮らしに関する相談をはじめ、妊娠届
の受付・母子健康手帳の発行や各種福祉サービスに関する情報提供などを行います。

妊娠届の受付、母子健康手帳発行の窓口について
　10月1日から、新たに「地域型包括支援センター」が開設されることに伴い、「妊娠届の受付」「母子
健康手帳の交付」の窓口が変わります。これまで、市役所１階の地域共生推進課と「基幹包括支援センター
いずみさの」で実施していましたが、10月から市役所の窓口は終了し、「基幹包括支援センターいずみさ
の」または最寄りの「包括支援センター」で手続きができるようになります。
　医療機関で妊娠がわかったら、早めにお越しください。保健師などが体のことや生活状況について伺い、
子育ての相談もお受けしています。また、妊婦健康診査受診券の交付や母子保健サービスの説明などを
行いますので、時間がかかる場合もあります。新型コロナウイルス感染症などの予防のため、事前に予
約をお願いしていますので、最寄りの窓口に直接問い合わせてください。詳しくは、市ホームページ(地
域共生推進課)をご覧ください。
　なお、他市町村ですでに妊娠届を出された妊婦の転入の手続きは、健康推進課で実施しています。
申請・問合先
●新池中圏域　基幹包括支援センターいずみさの（☎464-2977 Fax462-5400）
●佐野中圏域包括支援センター泉ヶ丘園(☎468-8103 Fax468-8104）
●第三中圏域包括支援センターホライズン(☎458-0088 Fax458-0087）
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イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の

注
射
針
や
点
滴
針
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
（
カ
ン
・

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
に
混
入
し

て
出
さ
れ
た
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の
針

や
点
滴
針
に
よ
り
、
収
集
や
処
理
作

業
中
に
針
刺
し
事
故
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
針
は
医
療
機
関
で

の
引
取
な
ど
で
適
正
に
処
理
し
、
決

し
て
可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
の
収
集

に
は
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

毎
年
、秋（
９
〜
11
月
）に
な
る
と
、

毒
キ
ノ
コ
を
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
食

中
毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
嘔
吐
・

下
痢
・
め
ま
い
な
ど
の
様
々
な
症
状

を
引
き
起
こ
し
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　

毒
キ
ノ
コ
は
山
中
だ
け
で
な
く
、

身
近
な
場
所
に
生
え
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
素
人
判
断
で
、
野
生
の

キ
ノ
コ
を
採
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

【
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
の
注
意
事
項
】

●
確
実
に
鑑
定
さ
れ
た
食
用
キ
ノ
コ

以
外
は
絶
対
に
食
べ
な
い

●
食
用
か
ど
う
か
、
自
分
で
判
断
し

な
い

●
採
っ
た
キ
ノ
コ
は
、
安
易
に
人
に
あ

げ
な
い
、
売
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い

【
採
っ
た
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
体
調
に

異
常
を
感
じ
た
ら
…
】

　

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
食
べ
た
キ
ノ
コ
が
残
っ
て

い
る
場
合
は
、
持
参
し
て
治
療
の
参

考
に
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

衛
生
課

（
☎
４
６
４・９
６
８
８
）
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

令
和
３
年
度 

入
学
予
定
者

就
学
時
健
康
診
断

　

来
春
、
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童

を
対
象
に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
日
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

9
月
に
郵
送
し
た
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
象　

平
成
26
年
4
月
2
日
〜
平
成

27
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
市
内
在
住

児
童

問
合
先　

学
校
教
育
課

※
保
護
者
の
同
伴
は
、
児
童
１
人
に

つ
き
１
人
で
お
願
い
し
ま
す
。

市
の
奨
学
金
へ寄付

の
ご
協
力
を

　

市
で
は
経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も

た
ち
が
進
学
を
あ
き
ら
め
た
り
、
学

校
を
や
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
や
府
の
奨
学
金
制
度
を
補
う

市
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
制
度
の
活
用
希
望
者
は

年
々
増
加
し
、
対
象
で
あ
っ
て
も
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
不
採
用
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
奨
学

金
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問
合
先　

学
校
教
育
課

市
公
園
墓
地 

使
用
者
募
集

【
区
画
墓
地
】

　

使
用
者
ご
と
に
墓
を
設
け
る
従
来

型
の
墓
地
で
す
。

募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
（
1
区
画

に
つ
き
）

●
２
．
２
５
㎡
…
11
区
画
・
98
万
円

●
４
．
０
０
㎡
…

２
区
画
・
１
７
４
万
２
千
円

申
込
資
格　

泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た

は
本
籍
を
有
す
る
世
帯
主
で
、
埋
蔵

す
る
親
族
の
遺
骨
を
お
持
ち
で
（
遠

方
の
墓
地
な
ど
か
ら
の
改
葬
を
含

む
）、
1
年
以
内
に
墓
石
な
ど
の
設

置
が
可
能
な
人

※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
・
場
所

11
月
８
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
・
市
役

所
3
階 

３
０
２
会
議
室

申
込
期
間　

10
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

【
合
葬
式
墓
地
】

　

ひ
と
つ
の
大
き
な
お
墓
に
5
千
体

ま
で
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
墓

地
で
、
市
が
管
理
を
行
い
ま
す
。
個

人
で
管
理
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か

ら
、
お
墓
の
承
継
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
満
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て

は
、
生
前
予
約
も
可
能
で
す
。

使
用
料　

1
体
10
万
円

※
希
望
者
の
み
、
記
名
板
使
用
料
1

枚
5
万
円
。

　

泉
佐
野
市
公
園
墓
地
の
区
画
墓
地

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、1
／
２
の
金
額
で
す
。

申
込
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
し
、
埋
蔵
す
る
親
族
の
遺
骨
を

持
っ
て
い
る
（
改
葬
を
含
む
）

②
死
亡
当
時
、
泉
佐
野
市
に
住
所
ま

た
は
本
籍
を
有
し
て
い
た
親
族
の
遺

骨
を
埋
蔵
す
る
（
改
葬
を
含
む
）

③
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
す
る
満
65
歳
以
上
で
、
死
後
に
自

ら
の
遺
骨
を
埋
蔵
す
る

④
泉
佐
野
市
公
園
墓
地（
区
画
墓
地
）

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
使
用
す

る※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
９
日
㈪
〜
20
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

い
ず
れ
も

申
込
・
問
合
先　
「
泉
佐
野
市
公
園

墓
地
（
区
画
墓
地
・
合
葬
式
墓
地
）

使
用
申
込
み
の
し
お
り
」を
入
手
し
、

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て

環
境
衛
生
課
へ

※
し
お
り
・
募
集
区
画
地
図
は
環
境

衛
生
課
に
あ
り
ま
す
。
し
お
り
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
区
画
墓
地
：http://
w
w
w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/seikatsu/kankyo/m

e
nu/bochi/bosyu_1.htm

l 

合
葬

式
墓
地
：http://w

w
w
.city.izum

isano.lg.jp/kakuka/seikatsu/
kankyo/m

enu/bochi/bosyu_
2.htm

l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
宝
く
じ

が
買
え
ま
す
！
詳
し
く
は
「
宝
く
じ

公
式
サ
イ
ト
」
を
検
索
！

発
売
期
間　

10
月
20
日
㈫
ま
で

抽
選
日　

10
月
27
日
㈫

販
売
価
格　

宝
く
じ
１
枚
３
０
０
円

問
合
先　

（
公
財
）
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
７
４
４
１
）

10     
月
11    
日
㈰
〜
20    
日
㈫

全
国
地
域
安
全
運
動

〜
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
〜

【
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
特
殊
詐
欺
！

ウ
ソ
の
電
話
に
騙
さ
れ
な
い
で
！
】

●
還
付
金
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
戻
り
ま
せ

ん
！

●
絶
対
に
教
え
な
い
！
渡
さ
な
い
！

暗
証
番
号
、
通
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、

口
座
番
号
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド　

　
「
市
役
所
職
員
」「
警
察
官
」「
銀

行
員
」な
ど
を
騙
る
不
審
な
電
話（
ア

ポ
電
）
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
の
電
話
は
い
つ
あ
な
た
の
家

に
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
不
審
な
電
話
が
あ
れ
ば
、
い
っ

た
ん
電
話
を
切
り
、
家
族
や
警
察
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
警
察
署 

生
活
安

全
課
（
☎
４
６
４
・
１
２
３
４
）
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

釣
り
中
の
事
故
防
止

　

海
で
釣
り
を
す
る
と
き
は
、
立
入

禁
止
区
域
や
足
場
の
悪
い
場
所
は
避

け
、
天
候
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
た
と

き
は
、
無
理
を
せ
ず
に
釣
り
を
中
止

し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
命
を
守
り
、
楽
し
い
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
つ
づ
け
る
た

め
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
必
ず
着

用
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
先　

岸
和
田
海
上
保
安
署

（
☎
４
２
２・
３
５
９
２
）

10
月
１
日
〜
12    
月
31    
日

「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運
動

に
ご
協
力
を

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
民
間
の
社

会
福
祉
施
設
な
ど
に
配
分
さ
れ
、
地

域
の
福
祉
課
題
の
解
決
や
身
近
な
地

域
福
祉
活
動
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

10
月
22
日
㈭

         

午
後
５
時
30
分
〜
終
日

停
止
内
容　

戸
籍
全
部
事
項
・
個
人

事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し

問
合
先　

市
民
課

法
務
局
で
自
筆
証
書
遺
言
書
の

保
管
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

　

７
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
自
筆

証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」
は
、
法
務

局
で
自
筆
証
書
遺
言
書
を
長
期
間
・

適
正
に
保
管
す
る
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
に
よ
り
、
遺
言
者
の
死
後
、
遺

言
書
が
相
続
人
に
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
り
と
い
う
自
筆
証
書
遺
言
書

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

10    
月
19    
日
㈪
〜
25    
日
㈰

行
政
相
談
週
間

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
、
毎
日
の
く
ら
し
の
な

か
、
国
や
府
、
市
の
仕
事
な
ど
で
、

「
困
っ
た
」「
も
っ
と
く
わ
し
く
知
り

た
い
」
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
内
会
議
室

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

相
続
手
続
、
遺
言
書
作
成
、
許
認

可
業
務
、
任
意
後
見
、
農
地
・
生
産

緑
地
関
係
、
交
通
事
故
保
険
請
求
、

協
議
離
婚
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時　

10
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉

南 

２
階 

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

10
月
１
日
か
ら

「
大
阪
港
湾
局
」
が
始
動
！

　

国
際
競
争
力
が
あ
り
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
使
い
や
す
い
港
を

め
ざ
し
て
、
大
阪
府
・
市
の
港
湾
局

を
統
合
し
た
「
大
阪
港
湾
局
」
を
共

同
設
置
し
、
大
阪
港
と
府
営
港
湾
を

一
元
管
理
し
ま
す
。
大
阪
港
湾
局
で

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
府
市
の
港
湾

お
よ
び
海
岸
に
関
す
る
業
務
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
事
務
の
一
体
化
に

よ
り
、
人
や
情
報
を
共
有
し
、
広
域

的
な
視
点
で
連
携
し
た
取
組
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
合
先　

大
阪
港
湾
局

（
☎
０
７
２
５
・
２
１
・
１
４
１
１
）

申
込
・
問
合
先　

人
権
推
進
課　

※
相
談
無
料
、
当
日
で
も
可
能
で
す

が
、
予
約
も
で
き
ま
す
。

【
合
同
行
政
相
談
所
】

　

登
記
、
年
金
、
雇
用
な
ど
の
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
各
機
関
か
ら
専

門
の
担
当
者
が
出
席
し
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。　

※
先
着
順

日
時　

10
月
21
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

堺
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

参
加
機
関　

大
阪
法
務
局
、
大
阪
労

働
局
、
堺
市
、
日
本
年
金
機
構
、
大

阪
府
社
会
保
険
労
務
士
会

※
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　

近
畿
管
区
行
政
評
価
局

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
８
３
５
８
）

▲2020年記念
バッジデザイン

　

ま
た
、法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）

に
保
管
さ
れ
て
い
る
自
筆
証
書
遺
言

書
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
検
認

が
不
要
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

大
阪
法
務
局
岸
和
田
支
局

（
☎
４
３
８
・
６
５
０
１
）

※
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

大
阪
府
行
政
書
士
会
泉
州
支
部

（
☎
４
５
７
・
９
１
８
６
）

※
申
込
が
な
く
て
も
相
談
可
能
で
す

が
、
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広　

告

広

告

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先

発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き

た
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、
同
等
の
効
き

目
が
あ
る
と
国
に
認
め
ら
れ
た
医
薬

品
で
す
。先
発
医
薬
品
に
比
べ
る
と
、

薬
の
価
格
が
安
く
な
り
、
自
己
負
担

も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
る
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
短
期
間
だ
け
切
り

替
え
る
「
お
試
し
調
剤
」
か
ら
始
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
切
り
替
え
時
の
ご
注
意
】

●
先
発
医
薬
品
と
色
や
大
き
さ
、
形

な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
変
更
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
薬
局
に
よ
っ
て
は
取
り
扱
っ
て
い

な
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
あ
り

ま
す
。

問
合
先　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・
４
７

９
０
・
２
０
３
１ 

Fax
　

06
・
４
７
９
０

・
２
０
３
０
）

国民健康保険料・
後期高齢者医療保険料

夜間の納付相談と窓口納付
　月に1度、夜間相談窓口を開
設しています。保険料の納付
や国民健康保険の加入（他の
健康保険からの切替）・資格喪
失手続きもできます。
日時　毎月第3木曜日（祝日除く） 
　　　午後5時30分～8時
場所・問合先　国保年金課

国
民
健
康
保
険

問
合
先　

国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

〜
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
〜

　

現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証
（
薄

い
緑
色
）
は
11
月
1
日
以
降
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
保
険
証
（
桃
色
）
を
10
月

下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

す
の
で
、
届
き
次
第
、
新
し
い
保
険

証
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
古
い
保

険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
75
歳
に
な
る
人

　

11
月
1
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
る
た
め
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
75
歳

に
な
る
前
に
郵
送
し
ま
す
。

●
外
国
籍
の
人

　

来
年
の
10
月
31
日
ま
で
に
在
留
期

間
の
満
了
を
迎
え
る
外
国
籍
の
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
在
留
期

間
の
満
了
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

在
留
期
間
を
延
長
し
た
場
合

は
、
保
険
証
の
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？ 

11
月
２
日
㈪
は

第
５
期
分
の
納
期
限
で
す

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く

な
る
ほ
か
、
資
格
証
明
書
の
交
付
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人
の

財
産
（
不
動
産
・
預
貯
金
・
給
料
な

ど
）
を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
納
期

内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

国
民
健
康
保
険
料
を
年
金
か
ら
差

し
引
い
て
納
付
さ
れ
る
人
以
外
は
、

原
則
、
口
座
振
替
で
の
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
は
一
度

の
登
録
手
続
き
で
納
期
ご
と
に
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
還
付
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
口
座
へ
の
振
込
で
還
付

し
ま
す
の
で
、
還
付
の
た
び
に
申
請

し
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
納
付
書
で
納
付
し
て
い
る

人
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
口
座
振
替
の
推
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
国
保
年
金
課
窓
口
で
は
、
専
用
端

末
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
暗

証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座

振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
大
阪
泉
州
農

業
協
同
組
合
、
近
畿
労
働
金
庫
は
除

く
。
ま
た
、
一
部
取
り
扱
い
で
き
な

い
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

【
電
話
で
の
納
付
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
】

　

納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
納
付
猶
予
や
分
割
納
付
の
相
談

も
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
収
入
減
少
し
た
場
合

な
ど
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

減
免
申
請
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
、
問
い
合
せ
て
い
た
だ
く
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

広報いずみさの 令和2年10月号15



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
付
加
年
金
】

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
や
任

意
加
入
被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料

（
月
額
１
６
，
５
４
０
円
）
に
付
加

保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗

せ
し
て
納
付
す
る
と
、
次
の
計
算
に

よ
る
額
が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基

礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数

必
要
な
も
の　

年
金
手
帳

申
込
・
問
合
先　

国
保
年
金
課

【
国
民
年
金
基
金
】

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
す
る
公
的
な

個
人
年
金
制
度
で
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
、
定
額
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
、
海
外

居
住
さ
れ
て
い
て
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

実
施
し
ま
す
。

対
象

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

る●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る

請
求
方
法

●
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
…
対
象
と
な

る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
（
は

が
き
型
）
が
昨
年
の
９
月
上
旬
か
ら

送
付
さ
れ
ま
し
た
。
請
求
書
を
持
っ

掛
け
金　

加
入
時
の
年
齢
や
性
別
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
納
め
た
掛
け

金
は
全
額
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

大
阪
府
国
民
年
金

基
金（
０
１
２
０・６
５・４
１
９
２
）

※
付
加
年
金
も
国
民
年
金
基
金
も
保

険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
を
受
け
て
い
る
期
間
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
10
年
間
付
加
保
険
料
を

納
め
る
と
…

２
０
０
円
×
12
ヵ
月
×
10
年
＝

年
額
２
４
，
０
０
０
円
が
加
算

国
民
年
金

て
い
る
人
は
、
記
入
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
人
は

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
人
…
支
給
要
件
を

満
た
す
場
合
、
２
年
目
以
降
の
手
続

き
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。
支
給

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
「
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
額
改
定
通
知
書
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

問
合
先　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）

※
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求

で
困
っ
た
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
や
厚

生
労
働
省
か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞

き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を

求
め
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◇

広　

告

広　

告
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

人権について考える　　　　　　　　　　　　　
連続映画会（第2回）

日時　10月17日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
定員　50人（先着順）※事前申込者優先
内容　ドキュメンタリー映画「沖縄スパイ戦史」（114分）
　第二次世界大戦末期、米軍が上陸し、民間人を含む20万人余りが死亡した沖縄戦。
第32軍・牛島　満司令官が自決する1945年6月23日までが「表の戦争」なら、北部
ではゲリラ戦やスパイ戦など「裏の戦争」が続いた。作戦に動員され、銃を持ち故郷
の山に籠もって米兵たちを翻弄したのは、まだ10代半ばの少年だった。彼らを「護郷
隊」として組織し「秘密戦」のスキルを仕込んだのが日本軍の特務機関「陸軍中野学校」
出身のエリート青年将校だった。長期かつ緻密な取材で2人のジャーナリストがこの映
画をつくりあげました。2018年キネマ旬報ベストテン・文化映画第1位、日本映画ペ
ンクラブ賞2018年・文化映画部門ベスト1などを受賞、監督は三上智恵・大矢英代。
第3回は12月19日㈯「子どもたちをよろしく」を予定
申込・問合先　泉佐野市人権を守る市民の会（人権推進課内 ☎463-1212 Fax464-
9314 eメール：jinken@city.izumisano.lg.jp）
※入場無料

11
月
12
日
〜
25
日

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
小
物
づ
く
り

「
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
マ
ス
ク

ケ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん
（Heart

工
房C

ha-C
ha

ク
ラ
フ
ト
作
家
）

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み

申
込
・
問
合
先　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の

女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

へ
。
材
料
費
の

納
入
・
キ
ャ
ン

セ
ル
は
10
月
20

日
㈫
ま
で

　

税
問
合
先　

税
務
課

市
・
府
民
税

第
３
期
分
の
納
期
限
は

11
月
２
日
㈪
で
す

　
領
収
書
は
お
支
払
い
済
み
の

証
拠
と
な
る
も
の
な
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
市
民
税
に
係
る
開
設
届
を

　

法
人
市
民
税
と
は
、
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
ま
た
は
寮
な
ど
が
あ
る
法

人
お
よ
び
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
（
収

益
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
）
が
納
め

る
税
金
で
す
。
市
内
に
新
し
く
会
社

を
設
立
し
た
と
き
、
事
務
所
な
ど
を

開
設
し
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。

（
税
務
署
お
よ
び
府
税
事
務
所
へ
の

提
出
と
は
別
に
届
出
が
必
要
で
す
。）

　

法
人
市
民
税
に
は
、
国
税
の
法
人

税
額
を
課
税
標
準
と
し
て
算
出
す
る

法
人
税
割
額
と
、
資
本
金
等
の
額
と

市
内
の
従
業
者
数
に
よ
り
算
出
す
る

均
等
割
額
が
あ
り
、
事
業
年
度
終
了

の
日
の
翌
日
か
ら
２
ヵ
月
以
内
に
、

税務署からのお知らせ
【税務署窓口での納税に関するお願い】
　現在、国税庁ではキャッシュレス納
付（ダイレクト納付、振替納税、クレ
ジットカード納付など）を推進してお
り、税務署窓口以外での納付方法の積
極的な利用をお願いしています。
税務署窓口での納税

…午前9時～午後4時

【改正法人税等説明会および年末調整
等説明会の開催見合せ】
　令和2年度の法人税関係法令の改正
の概要に関する説明会および令和２年
分の源泉所得税の年末調整に関する説
明会は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止の観点から、開催を見合わせ
ることになりました。
　なお、令和2年度の法人税関係法令
の改正の概要は、国税庁ホームページ
をご覧ください。
問合先　泉佐野税務署（☎462-3471）

申
告
書
を
税
務
課
へ
提
出
す
る
と
と

も
に
、
法
人
税
割
額
と
均
等
割
額
の

合
計
額
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
赤
字
決
算
と
な
り
、
法
人
税
額
が
０

円
と
な
っ
た
場
合
も
、
均
等
割
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
申
告
と
納
付
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
申
告
義
務
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
申
告
書
の
提
出
が
な

い
場
合
、
未
申
告
法
人
と
し
て
調
査

し
、
そ
の
結
果
に
よ
り
「
決
定
」
の

行
政
処
分
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内
に1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権
推進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
6月～来年2月の第1・3火曜日または第2・4
火曜日 13:00～17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）

◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階健康相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
※当面保健所では休止しています。実施医
療機関は、府ホームページをご覧ください。
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

「いい香り？」
～隣には体調が悪くなる人も～

【
事
例
１
】　

隣
家
の
洗
濯
物
に
使

用
し
て
い
る
柔
軟
剤
の
香
り
で
頭

痛
が
す
る
。

【
事
例
２
】　

職
場
の
人
の
衣
類
の

に
お
い
が
き
つ
い
。
柔
軟
剤
だ
と

思
う
が
体
調
が
悪
く
な
り
困
っ
て

い
る
。

【
事
例
３
】　

い
つ
も
と
違
う
柔
軟
剤

を
使
っ
た
ら
、
に
お
い
が
想
像
以

上
に
強
く
、
吐
き
気
、
涙
目
に
な

り
気
分
が
悪
く
な
っ
た
。

【
解
説
】　

香
り
の
強
い
柔
軟
仕
上

げ
剤(

以
下
、
柔
軟
剤)

が
人
気
を
集

め
、
各
メ
ー
カ
ー
が
製
品
の
特
徴

と
し
て
芳
香
性
を
工
夫
し
他
社
と

の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
最
近
は
香
り
を
長
持
ち
さ
せ

る
工
夫
を
し
た
商
品
も
発
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
来
、
柔
軟
剤
は
衣

類
の
風
合
い
を
柔
ら
か
く
保
つ
こ

と
と
静
電
気
防
止
効
果
の
た
め
に

使
用
し
ま
す
が
、
２
０
０
０
年
後

半
か
ら
香
り
の
強
い
海
外
柔
軟
剤

が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
様
々
な
香
り
の
種
類
や
強

さ
の
柔
軟
剤
が
発
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
消
費
者

が
香
り
に
着
目
し
て
商
品
を
選
択
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
、
半
面
、
事

例
の
よ
う
な
柔
軟
剤
の
に
お
い
が
原

因
で
、
不
快
感
や
何
ら
か
の
体
調
不

良
を
感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
で
は
「
香
害
」
と
い

う
言
葉
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
事
例
以
外
に
も
「
飲
食
店
で

ほ
か
の
客
や
店
員
の
柔
軟
剤
の
に
お

い
で
食
べ
た
い
気
持
ち
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
」「
学
校
の
給
食
エ
プ
ロ

ン
に
柔
軟
剤
の
き
つ
い
に
お
い
が
つ

い
て
い
る
」
な
ど
、
生
活
の
様
々
な

場
面
で
つ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
香
り
の
選
択
は
個
人
の
嗜

好
性
に
よ
る
も
の
の
た
め
、
法
律
に

よ
る
規
制
は
容
易
で
は
な
く
、
香
り

の
害
に
苦
し
む
人
が
い
て
も
、
本
人

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
非
常
に
難
し
い
社
会
的
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

自
分
に
と
っ
て
は

「
い
い
香
り
」
で
も
、
自
分
が
思
っ

て
い
る
以
上
に
他
人
は
不
快
に
思
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
に
は
体
調

を
崩
す
場
合
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し

ま
し
ょ
う
。
に
お
い
に
敏
感
な
人
は

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
示
や
メ
ー
カ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
芳
香
の
強

さ
や
種
類
を
参
考
に
し
、
商
品
を
選

択
し
ま
し
ょ
う
。
柔
軟
剤
を
入
れ
過

ぎ
る
と
洗
濯
物
の
吸
水
性
が
低
下
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
香
り
の
強
さ
や
種
類
の
感

じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
自
分
が

慣
れ
た
香
り
は
感
じ
に
く
く
な
り
使

用
量
が
徐
々
に
増
え
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
成
分
に
強
く
反
応
し

て
し
ま
う
人
へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず

に
、
使
用
量
の
目
安
を
参
考
に
し

て
、
柔
軟
剤
の
過
度
な
使
用
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

中国の伝統的な祭りー中秋節
問合先　自治振興課

　毎年、旧暦の8月の15日目に、伝統的な中秋節が行われ
ます。 これは秋の中旬にあり、中秋節と呼ばれています。
中国の太陰暦（たいいんれき）では、1年は4つの季節に分
かれており、各季節は孟（めん）、仲（しゅう）、智（し）
の3つの部分に分かれているため、中秋節は仲秋とも呼ば
れます。8月15日の月は、他の月の満月よりも丸くて明る
いため、「月夜（ムーンイブ）」「8月祭」とも呼ばれます。
その夜、人々は玉石（たまいし）のように明るい月を見上げ、

家族の再会を楽しみにしています。 遠くの放浪者（ほうろうしゃ）たちも、同様に故郷や親戚に思いをはせま
す。 そのため中秋節は「再会祭」とも呼ばれます。
　唐時代には、中秋節と月見が人気でした。 8月15日の夜には老若男女を問わず、市内のすべての人が大人の
服を着、香を焚き、月を崇拝し、彼らの願いを表明し、月の神の祝福を祈ります。 南宋時代、人々は再会の贈
り物として月餅を贈りました。 場所によっては龍踊（じゃおどり）、塔を建てたりするアクティビティーもあ
ります。 明・清王朝以降、中秋節の風習が広まり、多くの場所で常香炉、木の中秋節、タワーランタンの照明、
スカイランタンの設置、月の散歩、炎のドラゴンの踊りなどの特別な習慣が生まれました。
　月餅は中秋節に必ず食べるものです。月餅は円満と幸福の象徴です。これ以外にも各地にそれぞれの食べ物
があります。特にこの時期は実りの時期で円形の食べ物と関連のあるもの、例えばカニ、カボチャ、ゆずやブ
ドウといったものがあります。
　日本では中秋節は「中秋の名月」「十五夜」と呼ばれています。中国人とは違い月餅を食べることはなく、
代わりに「月見団子」とよばれる団子を食べます。祝う方法も異なります。この時期は実りの時期なので自然
の恵みに感謝するための祝い行事を行います。
　2020年の中秋節は旧暦の8月15日となっています。新暦に変換すると2020年10月1日になります。今年は
中国国慶節と重なるために、10月1日から8日までの8連休となります。

◀
国
際
交
流
員
の

趙
鑑

（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！

今月の中国語
中秋 （ゾン　チュウ　ジェ）：中秋節
月夜（イゥエ　イェ）：ムーンイブ
月 （イゥエ　ビン）：月餅

スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

体
力
・
運
動
能
力
測
定
会

〜
自
分
の
体
力
・
運
動
能
力
は

ど
の
レ
ベ
ル
？
〜

　

測
定
結
果
で
全
国
の
平
均
値
か
ら

あ
な
た
の
体
力
が
わ
か
り
ま
す
。

日
時

10
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館

（
市
民
総
合
体
育
館
）
小
体
育
室
・

多
目
的
室

対
象
・
定
員
（
先
着
順
）　

令
和
２

年
４
月
１
日
現
在
で
①
②
の
満
年
齢

の
市
内
在
住
者

①
20
歳
〜
64
歳
・
５
人

②
65
歳
〜
79
歳
・
10
人

持
ち
物　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
、

上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込
・
問
合
先　

10
月
６
日
㈫
以
降

に
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ　

※
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
統
計
資
料

と
し
て
文
部
科
学
省
に
報
告
し
ま
す
。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

J:COM末広体育館（市民総合
体育館）・健康増進センターを
ご利用ください！
問合先 健康増進センター
（☎469-1000 Fax469-6666
http://www.izumisano-c. jp/
kenko/）

利用者 プール トレーニング ランニング 
一般

（高校生以上）
1回 620円

（月極6,200円）
1回 410円

（月極4,100円） 1回 210円

高齢者（60歳以
上の市内在住者） 1回 310円

（月極 3,100円）

1回 210円
（月極 2,100円）
※小学生以下利

用不可

1回 110円
3歳～中学生

※障害者手帳を持っている人は無料です。表示料金はすべて税込です。

▲月餅
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 日本遺産・中世日根荘を巡る⑮
　　　～絵図編（14）「無辺光院」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　約700年前に描かれた日根野村荒野開発絵図の日根野村の地域におい
て、境内地、古作田、寺内荒野を含む広大な寺院（廃寺）が見られますが、
この寺は前回紹介した禅興寺とともに謎に包まれた寺院となっています。
　鎌倉～室町初期に九条家家司の醍醐源氏であった源盛長が氏寺・菩
提所として支配し、日根荘の政所が禅興寺からここに移されたと考え
られています。その末期あたり以降、無辺光院領の支配権や住持の任
命権は九条家に移り、日根野東方の政所の役割を果たしたようです。
　近世には信長の紀州攻めにより焼失し廃絶しましたが、「大井関神社
中之坊（真言宗）」（現在の慈眼院）がその一部という見解もあります。
　現在の日根野東上に「寺山」「門口」「大門の上」という字（あざ）
の地名が残ることから、この付近を中心に「惣門口」という名の字が
残る日根野小学校の付近まで無辺光院が広がっていたと考えられます。

◀日根野村絵図に記
　された「無辺光院」

▼「無辺光院総門」

▼無辺光院関係の
字名

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

　※絵図の写真は、歴史館いずみさの所蔵の複製を使用（原本は宮内庁書陵部所蔵）
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
298
回

「
中
世
か
ら
近
世
へ
」

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝日月曜日、祝日（祝日
が月曜日の場合はその翌日、が月曜日の場合はその翌日、
日曜日の場合はその翌々日）日曜日の場合はその翌々日）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

　

今
号
か
ら
は
10
月
10
日
㈯
よ
り
開

幕
す
る
秋
季
特
別
展
「
天
下
分
け
目

の
樫
井
合
戦
〜
中
世
か
ら
近
世
へ

〜
」
に
関
連
し
て
中
世
か
ら
近
世
へ

の
移
り
変
わ
り
を
テ
ー
マ
に
泉
佐
野

の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

　

ま
ず
中
世
（
11
〜
16
世
紀
末
）
の

社
会
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
す
。

こ
の
時
期
の
在
地
有
力
者
は
、
幕
府

の
被
官
や
守
護
な
ど
有
力
武
士
の
関

係
者
、
在
地
の
土
豪
な
ど
の
ほ
か
、

寺
社
勢
力
や
貴
族
ら
に
寄
進
さ
れ
た

荘
園
の
現
地
管
理
者
で
あ
る
荘
官
な

ど
の
中
央
と
繋
が
り
を
有
す
る
在
地

の
勢
力
が
成
長
し
て
現
れ
ま
す
。
泉

佐
野
で
は
室
町
幕
府
守
護
細
川
氏
、

日
根
荘
を
支
配
し
て
い
た
九
条
家
、

ま
た
根
来
寺
・
粉
河
寺
な
ど
の
寺
社

勢
力
と
い
っ
た
有
力
者
の
ほ
か
、
在

地
の
武
士
や
土
豪
の
勢
力
が
活
動
し

ま
し
た
。
市
域
の
武
士
と
し
て
は
、

長
滝
・
日
根
野
の
日
根
野
氏
、
鶴
原

の
鶴
原
氏
、
佐
野
の
多
賀
氏
、
樫
井

の
樫
井
氏
、
上
之
郷
の
上
郷
氏
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す
。

　

経
済
面
で
み
ま
す
と
、
職
人
の
多

様
化
、
銭
の
流
通
、
市
場
の
発
展
な

ど
が
あ
り
、
堺
の
よ
う
な
市
が
立
つ

街
が
成
立
し
、
寺
内
町
や
門
前
町
な

ど
も
現
れ
ま
し
た
。泉
佐
野
の
場
合
、

市
場
村
や
佐
野
村
な
ど
で
定
期
市
が

立
ち
、
様
々
な
人
の
交
流
、
物
の
移

動
、
盛
ん
な
経
済
活
動
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
「
政
基
公
旅
引
付
」
や
「
実

隆
公
記
」
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
信

仰
面
で
は
、
前
回
紹
介
し
た
牛
頭
天

王
の
よ
う
に
疫
病
や
災
害
な
ど
に
関

す
る
神
仏
信
仰
や
民
間
の
信
仰
（
安

産
祈
願
な
ど
）、
さ
ら
に
行
基
、
役

行
者
、
空
海
、
安
倍
晴
明
と
い
っ
た

実
在
し
た
人
物
の
名
前
に
仮
託
し
た

新
た
な
中
世
神
話
が
創
出
さ
れ
、
寺

社
や
霊
場
の
縁
起
、
伝
説
が
成
立
し

ま
す
。
泉
佐
野
の
場
合
、
長
滝
付
近

に
行
基
に
関
す
る
伝
承
や
、
佐
野
か

ら
鶴
原
に
は
弘
法
大
師
空
海
の
杓
井

戸
や
顕
如
上
人
な
ど
の
伝
承
、
七
宝

瀧
寺
で
は
役
行
者
に
関
す
る
伝
承
が

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
世
期

か
ら
戦
国
期
末
に
か
け
て
起
こ
っ
た

緩
や
か
な
変
動
は
、
近
世
へ
移
り
変

わ
る
助
走
と
な
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
泉
佐
野
で
の
中
世
か
ら
近

世
へ
の
移
行
期
を
み
て
み
る
と
、
豊

臣
秀
吉
の
根
来
攻
め
が
象
徴
的
で

す
。
秀
吉
に
よ
る
和
泉
・
紀
州
へ
の

大
侵
攻
は
、在
地
勢
力
の
力
を
削
ぎ
、

結
集
し
た
泉
佐
野
の
人
び
と
を
追
い

散
ら
し
、
根
来
寺
を
壊
滅
に
追
い
込

ん
だ
中
世
的
勢
力
の
滅
亡
を
示
す
出

来
事
で
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
根
来
寺
は
、
鎌
倉

時
代
、
覚
鑁
上
人
が
高
野
山
か
ら
大

伝
法
院
を
紀
州
岩
出
へ
移
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
以
後
、
在
地
の

人
び
と
と
の
縁
を
深
め
、
一
大
勢
力

を
誇
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
隣
の

信
達
荘
（
泉
南
市
信
達
）
は
、
日
根

荘
に
最
も
近
い
根
来
寺
の
荘
園
で
し

た
。
日
根
荘
内
で
も
根
来
寺
は
地
域

の
有
力
者
の
血
縁
者
を
寺
内
に
迎
え

る
こ
と
で
在
地
と
の
縁
を
活
用
し
た

支
配
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
中
庄
の

新
川
家
や
熊
取
の
中
家
な
ど
は
根
来

寺
の
中
に
子
院
を
建
て
、
そ
こ
に
子

弟
を
入
院
さ
せ
る
こ
と
で
根
来
寺
と

の
縁
を
深
め
、
在
地
支
配
に
役
立
て

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、天
正
13
（
１
５
８
５
）

年
に
行
わ
れ
た
秀
吉
の
根
来
攻
め
に

よ
っ
て
根
来
寺
の
支
配
は
一
瞬
で
崩

壊
し
ま
す
。（
11
月
号
に
つ
づ
く
）

▶
慶
長
十
二
年
泉
州
日
根
郡
佐

野
庄
名
寄
帳
（
当
館
蔵
）



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

学 校 園 紹 介

　のぞみこども園では、様々な体験の中で自分の気持ち
に気づき、表現することや、人とのかかわりの中で相手
の気持ちを感じることができるような、心の触れ合いを
大切にした仲間づくりをめざし、日々の保育に取り組ん
でいます。
【めざす子ども像】
●友だちを思いやり、認め合う子ども
●人の話しを聴き、自分の思いを表現できる子ども
●興味をもって取り組み、やり抜く子ども
●自分で考え、自ら行動できる子ども
【大切にしていること】
季節のあそび…コロナ禍での保育で、
活動や行事も縮小されていますが、
そんな中でも、その季節にしかでき
ない遊びを楽しめるよう工夫して取
り組んでいます。
　七夕会では「星空ツアー」と題して、
七夕の夜を遊戯室に設定し、クラスご
とにツアーを体験しました。光る星や
等身大の織姫、彦星の様子を間近に見
て楽しみました。
　夏のプールは中止になりましたが、水遊びで思い切り
気持ちを開放して遊べるよう、衛生面など十分対策をと

りながら取り組みました。形は変わっ
ても、友だちと楽しい思いを共有し、
かかわりをもつことで、相手の気持
ちに気づき、考えて行動できる子ど
もになっていってほしいと思います。

　北中小学校が、ふわふわ言葉の取組を始めてから、も
う10年以上になります。相手を励ますあたたかい言葉を
使うことによって、自分も相手も嬉しい楽しい気持ちに
なり、自尊感情が高められるとされています。これまで
に、「ふわふわ言葉の歌」が作られたり、イメージキャ
ラクターの「ふわりん」が登場したり、インパクトのあ
る活動をしてきました。
　今年度も代表委員会（児童会）が、
ふわふわ言葉を広める活動をしてい
ます。ふわふわ言葉を使ったり聞い
たりして、よい気持ちになった時の
ことを手紙に書いてポストに入れて
もらう「ふわふわ日記」。ふわりんの
カードにふわふわ言葉を書いて、それをつないで掲示す
る「ふわふわ列車」。これらの取組を代表委員の子ども

たちがクラスを回って説明し
ていました。
　コロナ禍の中で、いろいろ
な活動に制限がかかってい
ます。大人も子どもも、余裕
がなくなるとついイライラし
てしまいますが、一呼吸お
いて焦らずに、ふわふわ言葉
を使って、穏やかに過ごして
いってほしいと思います。

問合先
学校教育課

人とのかかわり・ふれあいを大切に
～のぞみこども園～

ふわふわ言葉のとりくみ
～北中小学校～

防
災
教
育
に
つ
い
て
〜
日
常
的
な
備
え
を
〜

　

平
成
28
年
２
月
に
内
閣
府
が
実
施
し

た
「
日
常
生
活
に
お
け
る
防
災
に
関
す

る
意
識
や
活
動
に
つ
い
て
の
調
査
」
で

は
、
食
料
や
飲
料
水
を
蓄
え
て
い
る
人

の
割
合
は
38.2
％
で
し
た
。

災
害
発
生
時
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
は
人
が
殺
到
し
、
す
ぐ
に
商

品
が
無
く
な
り
ま
す
。
支
援
物
資
も
す
ぐ

に
は
届
き
ま
せ
ん
。家
庭
で
の
備
蓄
は「
最

低
３
日
分
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
非

常
に
広
い
地
域
に
甚
大
な
被
害
が
及
ぶ

可
能
性
の
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

で
は
、
そ
れ
以
上
の
備
蓄
が
必
要
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
を
「
特

別
な
こ
と
」
と
し
て
取
り
組
む
の
で
は
な

く
、
生
活
の
中
で
あ
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
内
の
学
校
に
お
い
て
は
、
例
え

ば
、
地
域
の
安
全
に
役
立
て
る
た
め
の

知
識
と
し
て
消
防
署
や
消
防
施
設
な
ど

を
社
会
科
で
、
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
理
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
、
ま
た
、
安
全
な
行
動
を
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た
と
き
に

け
が
を
し
や
す
い
の
か
、
そ
の
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
か

な
ど
を
体
育
や
特
別
活
動
の
時
間
で
な

ど
、
様
々
な
教
育
活
動
を
通
し
て
、
環

境
教
育
や
安
全
教
育
な
ど
の
一
環
と
し

て
行
う
「
防
災
教
育
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、本
市
独
自
の
取
組
と
し
て
、

平
成
28
年
度
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
日

常
か
ら
防
災
と
減
災
に
深
い
関
心
を
持

ち
、
意
識
を
高
め
、
自
ら
考
え
判
断
し

行
動
で
き
る
「
防
災
力
」
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
立
小
学
校

の
４
年
生
全
員
を
対
象
に
「
ジ
ュ
ニ
ア

防
災
検
定
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
検
定
は
、
筆
記
試
験
・
家
族
防
災
会

議
レ
ポ
ー
ト
・
防
災
自
由
研
究
の
３
つ

か
ら
構
成
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
「
防

災
力
」
を
養
う
と
と
も
に
、
家
族
で
防

災
に
取
り
組
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
は
、
市
内
小
・

中
学
生
24
人
が
福
島
県
相
馬
市
を
訪
問

し
て
い
ま
す
。
伝
承
鎮
魂
祈
念
館
で
の

聞
き
取
り
、
松
川
浦
港
の
復
興
状
況

や
、
磯
部
水
産
加
工
所
・
相
馬
市
防
災

備
蓄
倉
庫
の
見
学
、
相
馬
市
立
中
村
第

二
中
学
校
の
生
徒
と
の
交
流
な
ど
を
通

し
て
、「
復
興
へ
の
思
い
」
や
「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
に
つ
い
て
ふ
れ
、
被
災

地
か
ら
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
災
害
時
に
お
け
る
危
険
を

認
識
し
、
日
常
的
な
備
え
を
行
う
と
と

も
に
、
状
況
に
応
じ
て
的
確
な
判
断
の

下
に
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
行
動
が
で
き
る
と
と
も
に
、
社
会
貢

献
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る

「
防
災
教
育
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 10月 11月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 10月 11月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 7日
28日 18日

水

1時00分～2時00分 第一小学校 16日 6日
27日

金

1時00分～1時50分

長南小学校 7日
28日 18日 2時20分～2時50分 府営鶴原中央住宅集会所 16日 6日

27日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 7日
28日 18日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 16日 6日

27日 3時40分～4時30分

第三小学校 21日 11日 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 2日
23日 13日 1時10分～2時10分

第二小学校 21日 11日 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 2日
23日 13日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 14日 4日
25日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃

ゴミ置き場前
10日
31日 21日

土

1時00分～1時45分

中央小学校 14日 4日
25日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 10日

31日 21日 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 1日
22日 12日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 10日
31日 21日 3時00分～3時30分

安松町会館 1日
22日 12日 2時30分～3時00分 貝田町会館 10日

31日 21日 3時40分～4時10分

北中小学校 8日 5日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 17日 7日
28日 1時15分～1時45分

西出町会館 8日 5日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 17日 7日

28日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 8日 5日 3時30分～4時00分 湊町会館 17日 7日
28日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 9日
30日 20日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場

3日
24日 14日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 9日
30日 20日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場
3日
24日 14日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 9日
30日 20日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。

ご存じですか？「相互貸借」
　泉佐野市の図書館に所蔵がない資料を、ほかの自治
体の図書館から取り寄せることができます。
　相互貸借制度を利用して、大阪府立図書館や大阪府
内の図書館、府外の図書館から図書を借り受けて提供
することができます。（視聴覚資料・漫画は対象外）　
　取り寄せを希望する場合は図書館窓口へ相談してく
ださい。可能な限り要望にお応えします。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

新着図書案内
【一般書】
▶ミニマリスト スマホの中を片付ける（飯島彩香）
▶知識ゼロからの古文書を読む（古賀弘幸）▶在宅
HACKS!（小山龍介）
【児童書】
▶おおきなかぶとちいさなかぶ（きしら　まゆこ）▶
ドン・ウッサ ダイエットだいさくせん!（キューライス）
▶10代から考える生き方選び（竹信三恵子）
※上記以外の新着図書については、問い合わせてくだ
さい。

おはなし会
　絵本の読み聞かせ、手遊びなどをします。
日時　10月7日㈬・21日㈬、11月4日㈬
　　　午前11時～ 11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館2
階視聴覚室
※申込不要、入場無料

バリアフリー映画会「武士の家計簿」
　視覚や聴覚に障害がある人も鑑賞できる、「音声ガイ
ド」（副音声）と「日本語字幕」が付いた映画です。ど
なたでも参加できます。
日時　10月25日㈰ 午後1時30分～
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館2
階視聴覚室
上映時間　129分
定員　30人（先着順）
協力　住友商事
※申込不要、参加無料。配慮の必要な人は事前に連絡し
てください。メール（info@izumisano-library.jp）で
も問い合わせできます。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、29日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、29日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、29日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

22広報いずみさの 令和2年10月号



「戦没者等のご遺族のみなさんへ」
第十一回特別弔慰金が支給されます

　今日の日本の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲
に思いをいたし、国として改めて弔慰の意を表すため、戦没
者等のご遺族に特別弔慰金を支給します。
●特別弔慰金は、ご遺族を代表する一人が受け取るものです。
●同順位の人が複数いる場合は、話し合いのうえ、代表して
請求する人を決めてください。
●記名国債受領後、遺族間で調整が必要となった場合は、記
名国債を受け取った人が責任を持って行ってください。
対象　令和2年4月1日（基準日）時点で、「恩給法による公
務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」
などを受ける人（戦没者等の妻や父母）がいない場合に、次
の順番による先順位のご遺族一人に支給します。
戦没者等の死亡当時のご遺族で…
①令和2年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による
弔慰金の受給権を取得した人
②戦没者等の子
③戦没者等の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等の要件を満
たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。　
④上記①～③以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有し
ていた人に限ります。
支給内容　額面25万円、5年償還の記名国債
請求期限　令和5年3月31日㈮まで
※請求期限を過ぎると請求できなくなりますので、ご注意く
ださい。
申請・問合先　地域共生推進課
※郵送による請求も可能ですので、問い合わせください。前
回と同じ人が請求される場合は、請求者の戸籍抄本、印鑑等
が必要になります。前回と違う人が請求される場合や今回初
めて請求される人の場合は、必要書類がそれぞれ異なるため、
詳しくは問い合わせてください。

新型コロナウイルス感染症に伴う
こどもの定期予防接種の対応

　新型コロナウイルス感染予防のため、やむを
得ず規定の接種時期を超えてしまった人に、一
定の基準で定期接種として対応できる場合があ
ります。
問合先　健康推進課
※詳しくは問い合わせてください。

戦没者追悼式
　令和2年度戦没者追悼式は、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止のため中止します。
問合先　地域共生推進課　

毎年10月はがん検診受診率
50％達成に向けた

集中キャンペーン月間
　国民の2人に1人が「がん」になり、3人に1
人が「がん」で亡くなっています。検診を受け
て、がんを早期発見しましょう！
※受診の時期は、感染症の流行状況や自身の体
調をふまえて判断いただき、個別医療機関で検
診の際は、必ず事前に各実施医療機関で確認の
うえ、受診してください。
問合先　健康推進課

長
寿
者
祝
賀
行
事

【
90
歳
祝
賀
】

　

市
内
に
居
住
す
る
満
90
歳
を
迎
え

ら
れ
た
人
に
祝
品
を
郵
送（
10
月
中
）

に
て
お
贈
り
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
昭
和
４
年

10
月
2
日
〜
昭
和
５
年
10
月
1
日
生

ま
れ
の
人

【
１
０
０
歳
祝
賀
】

　

市
内
に
居
住
す
る
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
人
に
お
祝
い
状
、
祝
品
を

郵
送
（
10
月
中
）
に
て
お
贈
り
し
ま

す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
大
正
９
年

４
月
１
日
〜
大
正
10
年
3
月
31
日
生

ま
れ
の
人

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課　

※
申
込
不
要
。
市
長
訪
問
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
が
は
じ
ま
り
ま
す

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

10
月
1
日
よ
り
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
と
し
て

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
の
人
に
は
、
健
康
推
進
課
に

て
予
診
票
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　

接
種
日
当
日
に
市
内
に
住
民

票
が
あ
る
人
で
、
令
和
2
年
8
月
1

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

※
対
象
の
人
で
も
令
和
2
年
9
月
30

日
ま
で
は
「
任
意
接
種
」
と
な
り
、

接
種
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢　

●
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
（
2
回
接
種
）
…

出
生
6
週
0
日
後
〜
24
週
0
日
後
ま

で●
ロ
タ
テ
ッ
ク
（
3
回
接
種
）
…
出

生
6
週
0
日
後
〜
32
週
0
日
後
ま
で

問
合
先　

健
康
推
進
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）          （☎463-1212 Fax464-9314）          

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

スタートの頃からの
離乳食講習会(予約制）

　新型コロナ感染症拡大のリスクを
減らすため、離乳食講習会の実施形
態を変更し、個別相談会として開催
します。予約制で、保健師と栄養士
に相談できます。簡単に美味しく出
来る離乳食の基本を紹介します。
日時　10月22日㈭ 午後1時～3時
　　　※１人30分
場所　次世代育成地域交流センター
定員　16人（先着順）
内容　離乳食・育児についての相談、
赤ちゃんの計測など
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　10月15日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター

(市役所本庁舎南側)
対象　令和元年10月16日～令和2
年5月16日生まれの乳児
持ち物　予診票、BCG予防接種案
内用紙（郵送済）、母子健康手帳(忘
れると接種できません）
問合先　健康推進課

児童手当（6～9月分）を
10月9日㈮に振り込みます

　転入、出生などで新たに手当の受
給資格が生じた場合は、事由が発生
した月内または翌日から15日以内
に、できるだけ早く認定請求をして
ください。申請日の翌月分からの支
給となります。
問合先　子育て支援課
※公務員は勤務先へ

出張保育
　在園児や保育教諭と一緒に公園で
遊びませんか。
日時　毎月第1月曜日（祝・休日除
く）午前10時～11時
※天候などにより中止する場合あり
場所　湊公園（ルーテルこども園の
海側）
対象　０～３歳
問合先　ルーテルこども園（湊3丁
目13-11 ☎463-1436）
※申込不要、参加無料

お食事会(予約制）
～離乳食がうまく進まないと

悩んでいる人への教室～
　自分の子どもの食事を持参し、み
んなで食事をしながら、食事につい
て困っている事への対応策を考える
お食事会です。
日時　10月21日㈬
　　　午前10時30分～11時30分
場所　健診センター

(市役所本庁舎南側)
対象　１歳6ヵ月までの子どもと保
護者
定員　5人（先着順）
持ち物　子どもがいつも食べている
食事、スプーンなどの食具、お茶、
母子健康手帳、食事に必要な物など
申込・問合先　健康推進課
※会場では電子レンジを用意してい
ます。食事会後、個別相談もできます。

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられる
ようなこどもの居場所を提供しま
す。また、月に一度「農業体験」を
実施しています。土に触れ、食べ物
を育たり、採れた作物の試食をする
などの体験ができます。ぜひ、参加
してください。
日時　毎週、月・水・金曜日
時間　午後3時～ 6時
※農業体験（秋野菜の収穫を予定し
ています）は10月17日㈯ 午後2時
～4時
持ち物　水筒、軍手、帽子、マスク
場所　うちカフェ

（市場東2丁目326-7）
申込・問合先　「サードプレイス」
（中村☎090-6238-2345 eメール
info@the3rdplace.jp）
※事前に問い合わせてください。

毎月19日は「食育の日」
　泉佐野市の郷土食を伝えていき
ましょう。
問合先　健康推進課

市立認定こども園　遊びの教室
　「いろいろな遊びを知りたい」「同じ年ごろの子どもを持つ親と友達になりたい」と思っているみなさん。子
どもと一緒に遊びながら、日ごろ子育てで悩んでいること、気になっていることを話し合ってみませんか？
日時　11月～来年2月
対象　全4回参加できる市内在住の1歳6ヵ月～3歳児と保護者　
場所・申込・問合先　10月23日㈮までに希望のこども園に電話または直接来園して申し込んでください。

  
  

※参加する週については、参加人数や年齢に応じて決定します。

園名 住所 電話 実施日 定員

のぞみ 〒598-0001　上瓦屋583-1 468-8005 第3・4木曜日 各10組
さくら 〒598-0052　旭町4-6 462-2913 第1・3木曜日 各10組
はるか 〒598-0034　長滝1028 467-0854 第1・3木曜日 各10組

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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報報情情てて育育子子

提供・両方会員養成講座
　子育ての手伝いをする提供会員になるには、すべての科目を修了する必要があります。受講できない科目は、
来年度の講座で補ってください。
※子どもの送迎だけを行う提供会員の場合は、①②⑤⑧⑨⑩のみを受講してください。
持ち物（③のみ）　新聞紙2枚、牛乳パック、ペットボトルの蓋2個、はさみ、ビニール袋
申込　10月7日㈬以降の月～金曜日 午前10時～午後4時に電話で
※受講無料。④のみ、人工呼吸実習用マスク代（300～400円）が必要。泉州南広域消防本部へは、近隣の
有料駐車場かコミュニティバス中回りを利用してください。

日時 内容 講師 場所

① 10月20日㈫ 午後1時～3時 発達障がい児との
関わりについて 保育士（子育て支援課）

次世代育成地域交流センター
② 10月29日㈭ 午後1時30分～

3時30分 子どもの事故と対策 保健師（保健センター）

③ 10月30日㈮ 午後1時～ 3時 子どもの遊びと遊ばせ方 保育士（子育て支援課）のぞみこども園

④ 11月2日㈪ 午前9時30分～
午後0時30分 救急救命講習Ⅲ（幼児）

救急担当
（泉州南広域消防本部）泉州南広域消防本部

⑤ 11月6日㈮ 午後1時30分～
3時30分

代表的な疾病と
アレルギーへの対応

長田　亮さん
（長田医院医師）次世代育成地域交流センター

⑥ 11月10日㈫ 午後1時～3時 哺乳と食事・
食物アレルギー

管理栄養士
（子育て支援課）のぞみこども園

⑦ 11月18日㈬ 午後1時～3時
自我の育ちの受け止め方・
乳幼児突然死への対策・
ヒヤリ・ハットの気づき

保育士（子育て支援課）次世代育成地域交流センター

⑧

11月20日㈮

午後1時～
1時45分

ファミリー・サポート・
センターについて

ファミサポ担当者 ファミリー・サポート・センター⑨ 午後2時～
2時45分

サポート時の心構え・
書類の取扱い方

⑩ 午後2時45分～ 面接および登録手続き

いずみさのファミリー・サポート・センター　いずみさのファミリー・サポート・センター　
申込・問合先申込・問合先　　☎463-3530☎463-3530（親子教室2階〔つばさ幼稚園跡〕）（親子教室2階〔つばさ幼稚園跡〕）

公開講座　普通救命講習Ⅲ（幼児版）
～子どもの命を救えますか？～

　赤ちゃん・幼児を対象とした救急救命講習です。この機会にファミサポ提供会員と一緒に受講しませんか？
日時　11月2日㈪ 午前9時30分～午後0時30分
場所　泉州南広域消防本部　（近隣の有料駐車場かコミュニティバス中回りを利用してください。）
対象　小さい子どもがいる保護者・心肺蘇生に協力できる人
定員　10人
講師　泉州南広域消防本部救急担当
参加費　人工呼吸実習用マスク代（300～400円）
持ち物　筆記用具
※当日は動きやすい服装で
申込・問合先　10月13日㈫以降の月～金曜日 午前10時～午後4時に電話で

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

いずみさのファミリー・サポート・センターへの入会
●子育て中にお手伝いが必要になった時に備えて、ぜひ入会登録してください。登録は無料です。
※お手伝いは有償です。詳しいことは、お問合せください。
●入会登録手続きは、泉佐野市役所3階子育て支援課、ファミサポ開催講座会場でも出来ます。
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文
化
・
教
養

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
買
う
前
に
楽
し
く
わ
か
る
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講
座

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
興
味
が
あ
る

け
ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
自
分
に
必

要
？
」
な
ど
と
思
っ
て
い
る
人
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
画
面
の
動
か
し
方
な
ど

を
体
験
し
、
買
う
前
に
知
っ
て
お
き
た

い
事
を
紹
介
し
ま
す
。
参
加
者
に
１
人

１
台
貸
出
し
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
21
日
㈬

ま
で

※
受
講
無
料

日
根
野
公
民
館☎４

５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
「
一
閑
張
」
体
験
講
座
（
全
３
回
）

　

日
本
の
伝
統
工
芸
品
「
一
閑
張
」
づ

く
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
5
日
㈭
・
12
日
㈭
・
19
日

㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

※
全
回
参
加
で
き
る
人
優
先

講
師　

関
口
靜
子
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

使
い
古
し
の
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
（
糊
を
ふ
い
た
り
、
紙
と
竹
な
ど
を

密
着
さ
せ
る
と
き
に
使
用
）
、
エ
プ
ロ

ン
、
工
作
用
は
さ
み

申
込　

10
月
9
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
27
日
㈫
ま
で

■
季
節
の
発
酵
食
料
理
講
座　

〜
畑
の
実
り
で
身
体
の
中
か
ら

潤
い
Ｕ
Ｐ
！
〜

　

空
気
も
爽
や
か
に
な
り
乾
燥
が
気
に

な
る
頃
、
旬
の
秋
野
菜
と
ネ
バ
ネ
バ
食

材
を
発
酵
料
理
で
身
体
の
中
か
ら
潤
い

ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
30
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

む
か
ご
ご
飯
、
和
風
ポ
ト

フ
、
里
芋
と
白
菜
の
グ
ラ
タ
ン
、
大
根

葉
の
チ
ヂ
ミ
、
白
菜
＆
大
根
葉
＆
柚
子

の
浅
漬
け
、
り
ん
ご
の
葛
煮

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

し
ば
た　

ゆ
み
こ
さ
ん
（
実
り

の
木 

パ
ン
と
発
酵
料
理
教
室
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

10
月
7
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
23
日
㈮
ま
で

■
絵
手
紙
体
験
講
座
（
全
２
回
）

　
「
絵
の
あ
る
手
紙
を
送
る
こ
と
」
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
23
日
㈮
・
30
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
） 

※
全
回
参
加
で
き
る
人
優
先

講
師　

野
口
博
美
さ
ん
（
日
本
絵
手
紙

協
会
公
認
講
師
）　

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

新
聞
紙
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
16
日
㈮
ま
で

■
季
節
の
変
わ
り
目
に

ハ
ー
ブ
を
プ
ラ
ス
！

〜
揺
ら
ぐ
心
と
身
体
を

植
物
の
力
で
健
や
か
に
〜

日
時　

11
月
6
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん
（
日
本
メ
デ

ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
協
会 

ハ
ー
バ
ル
セ
ラ

ピ
ス
ト
）

材
料
費　

８
５
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

10
月
15
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
30
日
㈮
ま
で

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史
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文
化
・
教
養

歴　

史

そ
の
他

健　

康

福　

祉

■
大
人
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
講
座

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル小

銭
入
れ
を
作
ろ
う
！
〜

　

自
分
の
好
き
な
色
の
レ
ザ
ー
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
刻
印
を
入
れ
て
、
１
点
も
の

の
小
銭
入
れ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
24
日
㈯ 

●
午
前
10
時
〜
11
時

●
午
前
11
時
10
分
〜
午
後
0
時
10
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円
（
小
銭
入
れ

の
サ
イ
ズ
は
１
辺
が
約
9.5
㎝
）

講
師　

渡
邉
宏
志
さ
ん
（W

A
TA
N
A

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
手
ご
ね
パ
ン
作
り
講
座

「
カ
フ
ェ
オ
レ
パ
ン
」

日
時　

10
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上 

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

８
０
０
円

講
師　

遠
山
智
美
さ
ん
（
手
作
り
パ
ン

教
室M

on-pain 

主
宰
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
綿
ふ

き
ん
２
枚
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
料

水
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
6

日
㈫
以
降
に
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

材
料
費
の
納

入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
18
日

㈰
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
英
検
二
次
試
験
対
策
講
座　

　

英
検
の
一
次
試
験
は
問
題
集
で
も
対

策
で
き
ま
す
が
、
二
次
試
験
は
面
接
官

相
手
な
の
で
誰
も
が
不
安
な
も
の
で

す
。
そ
こ
で
少
し
で
も
不
安
を
解
消
し

て
試
験
当
日
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
為

に
、
二
次
試
験
の
入
室
か
ら
退
室
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
つ
か
み
、
ス
コ
ア

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

時
短
で
出
来
る
！

お
気
に
入
り
手
縫
い
マ
ス
ク
講
座 

　

舟
型
と
立
体
型
の
マ
ス
ク
を
簡
単
に

作
る
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す
。
お
気
に
入

り
の
生
地
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
19
日
㈭ 

●
午
前
10
時
〜
正
午

●
午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

※
前
回
未
受
講
者
優
先

材
料
費　

１
０
０
円
（
型
紙
２
種
・
マ

ス
ク
ゴ
ム
代
）

講
師　

中
植
貴
子
さ
ん
（
日
本
手
芸
普

及
協
会
指
導
員
）

持
ち
物　

好
き
な
生
地
2
枚
（
20
㎝
×

35
㎝
。
い
ず
れ
も
タ
オ
ル
地
は
不
可
）

縫
い
針
、
縫
い
糸
、
待
ち
針
、
裁
ち
ば

さ
み
、
工
作
は
さ
み
、
油
性
フ
ェ
ル
ト

ペ
ン
（
細
字
）、
シ
ニ
ア
グ
ラ
ス
（
必
要

な
人
）、
飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

10
月
9
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

親
と
子
の
た
の
し
い
関
係
（
全
２
回
）

〜
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
か
ら
学
ぶ
〜

　

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
は
現
代
の
様
々
な

問
題
に
具
体
的
な
解
決
法
を
与
え
る
実

践
的
な
心
理
学
と
し
て
、学
校
や
企
業
、

家
庭
で
も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　

11
月
13
日
㈮
・
20
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

※
全
回
参
加
で
き
る
人
優
先

講
師　

小
川
清
美
さ
ん
（SM

ILE

リ
ー

ダ
ー
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

10
月
10
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
ク
ラ
ブ
体
験
講
座　

〜
陶
芸
と
絵
付
け
を
楽
し
む
会
〜

【
マ
イ
カ
ッ
プ
を
造
ろ
う
】（
全
３
回
）

　

粘
土
を
こ
ね
て
カ
ッ
プ
を
成
形
し
、

絵
付
け
ま
で
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
㈯
、
11
月
7
日
㈯
・

21
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
４
時

定
員　

5
人
（
先
着
順
）

※
全
回
受
講
で
き
る
人
優
先

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

【
有
田
焼
の
器
に
染
付
の
絵
付
け
を
し

よ
う
】　

　

既
製
の
カ
ッ
プ
や
お
皿
に
絵
付
け
を

し
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
㈯
、
11
月
21
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
４
時

定
員　

各
５
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

鉛
筆

い
ず
れ
も

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

講
師　

石
井
宏
志
さ
ん
（
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

１
，２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
大
正
琴 

始
め
ま
せ
ん
か
？

　

童
謡
、
演
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
ま
で
、
い
ろ
ん
な
曲
を
大
正
琴

で
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
？
基
礎
か
ら
学

べ
る
の
で
初
心
者
で
も
安
心
で
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

水
嶋
由
美
子
さ
ん
（
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

10
月
8
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

BE-KA
BA
N

主
宰
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
7
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
17
日
㈯
ま
で
。
納
入
時
に
７

色
の
レ
ザ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
一
時
保
育
（
若

干
名
・
先
着
順
）

あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

ア
ッ
プ
の
コ
ツ
を
学
ん
で
、
最
後
は
実

際
に
質
疑
応
答
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　

●
10
月
31
日
㈯ 

午
後
３
時
〜
５
時
・

３
級

●
11
月
7
日
㈯ 

午
後
３
時
〜
５
時
・

準
２
級
、
２
級

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
工　

毅
さ
ん
（
元
府
立
高
校

教
師
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
、
飲
料
水

申
込　

10
月
８
日
㈭
〜
29
日
㈭
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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文
化
・
教
養

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
午
後
の
キ
ネ
マ

「
ナ
ニ
ー
・
マ
ク
フ
ィ
ー
の

魔
法
の
ス
テ
ッ
キ
」

日
時　

10
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
〜
）

上
映
時
間　

98
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
隔
月
第
３

土
曜
日
に
一
般
向
け
映
画
の
上
映
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

中
央
図
書
館☎

４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ミ
ニ
工
作
会

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
向
け
て
紙
コ
ッ
プ
で

お
菓
子
入
れ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

さ
あ
、
み
ん
な
で
ト
リ
ッ
ク 

オ
ア 

ト

リ
ー
ト
！

日
時　

10
月
18
日
㈰

●
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
開
場
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

●
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
開
場
：
午
後
1
時
45
分
〜
）

対
象　

小
学
生（
保
護
者
の
付
添
い
可
、

小
学
生
の
み
の
参
加
可
）

定
員　

各
５
人
（
先
着
順
）　

持
ち
物　

の
り
、
マ
ス
ク
、
飲
料
水
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
参
加
無
料

■
土
曜
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

「
忍
た
ま
乱
太
郎
‐

忍
術
学
園
全
員
出
動
！
の
段
」

日
時　

10
月
10
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
〜
）

上
映
時
間　

78
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
毎
月
第
２

土
曜
日
に
子
ど
も
向
け
「
映
画
会
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

■
陶
芸
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
！

　

お
皿
、
お
椀
、
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
7
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ 

い
ず

み
さ
の
２
階

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
橋
徳
治
さ
ん

材
料
費　

１
人
１
０
０
０
円

※
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10

月
15
日
㈭
ま
で
。
子
ど
も
の
み
の
参
加

可
。
大
人
の
み

の
参
加
不
可
。

見
学
も
で
き

ま
せ
ん
。

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
作
り

日
時　

10
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
朗
読
公
演
会

　

朗
読
を
聞
き
な
が
ら
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
お
は
な
し
の
世
界
へ
ど
う

ぞ
。

日
時　

10
月
29
日
㈭

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

講
師　

お
は
な
し
フ
ォ
ン
ト
ク
ラ
ブ（
佐

野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
色
え
ん
ぴ
つ
画
講
座

　

テ
レ
ビ
で
話
題
の
色
え
ん
ぴ
つ
画
を

簡
単
に
描
け
る
コ
ツ
や
、
美
し
く
表
現

す
る
基
本
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぼ
う
。

日
時　

10
月
30
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

 

嶋
口
金
治
さ
ん
（JES

色
え
ん

ぴ
つ
画
協
会
主
宰
）

材
料
費　

２
０
０
円
（
題
材
は
講
師
が

■
パ
ン
づ
く
り
教
室

　

国
産
小
麦
を
使
っ
た
生
地
に
黒
豆
を

混
ぜ
て
、
ふ
わ
モ
チ
食
感
の
黒
豆
パ
ン

を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

SA
KU
RA

さ
ん
（
咲
楽
パ
ン

代
表
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
3
枚（
台

拭
き
、
食
器
拭
き
、
パ
ン
に
か
け
る
ふ

き
ん
）
三
角
巾
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
8
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
5
日
㈭
ま
で

用
意
す
る
お
手
本
や
造
花
・
模
型
の
果

物
の
中
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

持
ち
物　

色
え
ん
ぴ
つ
（
12
色
以
上
）

申
込　

10
月
6

日
㈫
以
降
に
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

材
料
費
の
納

入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
30
日

㈮
ま
で

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

11
人
（
先
着
順
）

講
師　

森
永
直
子
さ
ん
（bananash

oku

堂
）

材
料
費　

３
０
０
円

※
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10

月
15
日
㈭
ま
で

　

い
ず
れ
も
申
込
は
10
月
5
日
㈪
以

降
に
本
人
が
申
込
専
用
番
号
（
☎

４
４
９・
４
７
６
０
）
へ

28広報いずみさの 令和2年10月号



文
化
・
教
養

歴　

史

健　

康

福　

祉

そ
の
他

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　

「
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」

　
　

〜
柳
川
煮
を
美
味
し
く
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

10
月
27
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
マ
ロ
ン
タ
ル
ト
」

　

秋
の
定
番
、
栗
の
渋
皮
煮
を
飾
っ
た

焼
き
菓
子
で
す
。
他
に
、
も
う
一
品
作

り
ま
す
。

日
時　

11
月
2
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■O
ffi  ce

利
活
用　

〜
仕
事
に
役
立
つ

知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
〜

　

W
ord

・Excel

の
基
礎
知
識
を
勉

強
し
ま
す
。

日
時 

10
月
23
日
〜
11
月
20
日
の
毎
週

金
曜
日 

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

（
全
5
回
）

対
象 

16
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
（
文
字
入
力
、マ
ウ
ス
操
作
、フ
ァ

イ
ル
操
作
）
で
き
る
人

定
員　

19
人
（
先
着
順
）

講
師　

杉
村
清
美
さ
ん
（
Ｉ
Ｔ
認
定
講

師
）

受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
16
日
㈮
ま
で

■
ス
マ
ホ
で
お
得
に
快
適
生
活

　

今
、
話
題
の
ス
マ
ホ
決
済
の
仕
組
み

か
ら
使
い
方
ま
で
。
そ
の
ほ
か
ス
マ
ホ

を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
カ
メ
ラ
講
座
な

ど
、
知
っ
て
得
す
る
活
用
法
を
紹
介
し

ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

申
込　

10
月
5
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
23
日
㈮

ま
で

※
受
講
無
料

■
第
1
印
象
マ
ナ
ー　

〜
人
と
か
か
わ
る
際
に

大
切
な
話
し
方
と
マ
ナ
ー
〜

　

ま
た
会
い
た
い
と
思
わ
れ
る
第
1
印

象
や
、
相
手
に
伝
わ
る
声
の
届
け
方
な

ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
村
佳
美
さ
ん
（
和
み
マ
ナ
ー

教
室
主
宰
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
6
日
㈮
ま
で

■
ジ
ェ
ル
ラ
ン
タ
ン
を
作
ろ
う

　

お
花
を
ジ
ェ
ル
で
閉
じ
込
め
た
ラ
ン

タ
ン
を
作
り
ま
す
。
テ
ィ
ー
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
ド
ル
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
入
れ

て
半
永
久
的
に
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈭

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

五
十
里
慶
子
さ
ん
（
Ｊ
Ｃ
Ａ

キ
ャ
ン
ド
ル
ス
タ
ジ
オ
大
阪
校
講
師
）

受
講
料　

２
，
５
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
ち
物　

は
さ
み

申
込　

10
月
5
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
22
日
㈭
ま
で

メ
ニ
ュ
ー　

穴
子
の
柳
川
煮
、
茄
子
の

は
さ
み
揚
げ
あ
ん
か
け
、
長
芋
の
梅
肉

和
え
、
も
ず
く
の
味
噌
汁
、
三
色
わ
ら

び
餅

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

各
種
文
化
・
教
養

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

各
２
，５
０
０
円
（
材
料
費
・

資
料
代
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

開
催
日
の
3

日
前
ま
で
に
（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り

推
進
機
構
り
ん
く
う
中
央
公
園
（
☎
４

６
９
・
３
３
３
２
）
へ

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

開
催
日

（
10
月
）

講 

座 

名 

①
17
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
20
日
㈫
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
歴
史
学
講
座
寺
院
編

第
1
回
「
仏
像
を
よ
み
と
く
」

日
時　

10
月
28
日
㈬
・
31
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
同
一
内
容
を
２
回
実
施

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
松
さ
や
か
（
学
芸
員
）

申
込　

9
月
27
日
㈰
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
教
室
…
10
月
9
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
・
着
付
教
室
…
10
月

15
日
㈭ 

午
後
１
時
〜

●
謡
曲
・
仕
舞
…
10
月
20
日
㈫　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

※
申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

10
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午　

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

10
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
土
曜
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
日
・
内
容

●
10
月
3
日
㈯
・
泥
め
ん
こ
を
つ
く
っ

て
遊
ぼ
う
！

●
10
月
24
日
㈯
・
折
り
紙
で
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
！　

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
材
料
が
無

く
な
り
次
第
終
了
、
未
就
学
児
は
要
保

護
者
同
伴

各
種
歴
史

■
ピ
ア
ニ
カ
の
可
能
性
は
無
限
大
！

コ
ン
サ
ー
ト
「
ピ
ア
ニ
カ
の
魔
術
師
」

（
サ
ウ
ン
ド
ポ
ケ
ッ
ト
）

〜
大
好
評
に
つ
き
再
演
決
定
！

4
年
前
の
感
動
を
再
び
〜

　

ピ
ア
ニ
カ
奏
者
ミ
ッ
チ
ュ
リ
ー
を
中

心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
腕
利
き
の
演
奏
家
た
ち
が
大
集

合
！
身
近
な
楽
器
で
あ
る
ピ
ア
ニ
カ
の

想
像
で
き
な
い
音
色
や
驚
き
の
奏
法
を

体
感
！
大
迫
力
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く

♪
こ
の
感
動
を
体
感
し
よ
う
！

日
時　

11
月
7
日
㈯ 

午
後
6
時
〜

（
開
場
：
午
後
5
時
30
分
〜
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
価
格　

一
般
１
，３
０
０
円
、

中
学
生
以
下
７
０
０
円（
全
席
自
由
席
）

※
3
歳
未
満
膝
上
鑑
賞
無
料
（
座
席
が

必
要
な
場
合
は
有
料
）

主
催　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
、（
一
財
）

泉
佐
野
市
文
化
振
興
財
団

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
先　

●
泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
（
☎
・
Fax
４
１

５
・
０
２
２
２ 

e
メ

ー
ル
：izum

isan
ooyako@

rinku.
zaq.ne.jp

）

●
エ
ブ
ノ
泉
の
森

ホ
ー
ル
（
☎
４
６

９
・
７
１
０
０
）

■
泉
佐
野
市
の
城

〜
土
丸
・
雨
山
城
を
中
心
に
〜

　

泉
佐
野
市
と
熊
取
町
に
ま
た
が
る
土

丸
・
雨
山
城
は
南
北
朝
時
代
に
造
ら
れ

た
山
城
で
、
泉
州
地
域
の
城
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
室
町
幕
府
の
政
治
史
の
中

で
位
置
づ
け
ら
れ
る
歴
史
的
に
重
要
な

城
郭
で
し
た
。
築
城
の
経
緯
、
構
造
を

含
め
た
歴
史
的
な
視
点
か
ら
、
土
丸
・

雨
山
城
を
中
心
に
、
泉
佐
野
市
内
の
城

郭
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

日
時　

10
月
31
日
㈯

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

講
師　

 

西
村　

歩
（
歴
史
館
い
ず
み

さ
の
副
館
長
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
6
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３
・
６
１
８
１ 

Fax
４
６
９
・
２

２
４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
29

日
㈭
ま
で

※
受
講
無
料

■
第
８
回 

い
ず
み
さ
の
検
定

開
催
日　

11
月
３
日
㈷

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル
会
議
室

受
付
期
間　

10
月
1
日
㈭
〜
16
日
㈮

申
込

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合
…
必
須
事
項

を
入
力
の
う
え
、
検
定
料
を
試
験
当
日

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
の
場
合
…
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
文
化
財
保
護
課

ま
で
郵
送
し
、
検
定
料
を
試
験
当
日
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
テ
キ
ス
ト
・
過
去
問
題
（
第
５
・
６
・

７
回
い
ず
み
さ
の
検
定
分
）
販
売
】

販
売
期
間　

10
月
16
日
㈮
ま
で

販
売
場
所　

●
文
化
財
保
護
課
（
上
瓦
屋
６
１
０
番

地
）

●
ま
ち
の
活
性
課
（
上
町
３
丁
目
11
番

48
号
）

価
格

●
テ
キ
ス
ト
…
５
０
０
円

●
過
去
問
題
…
第
５
・
７
回
は
各
４
０

０
円
、
第
６
回
３
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
・
過
去
問
題
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。（
無
料
）

詳
し
く
は
、
い
ず
み
さ
の
検
定
の
チ
ラ

シ
、
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

文
化
財
保
護
課
（
☎
４
４
７

・
６
７
６
６
）

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史

30広報いずみさの 令和2年10月号



文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

健　

康

健　

康

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

　

10
月
の
「
市
民
健
康
講
座
」「
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
」
は
休
講
し
ま

す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

10
月
12
日
㈪

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
庁
舎
南
側
）
で
内
容
を
変
更
し
て
実

施集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ヨ
ガ
講
座

　

身
体
全
体
の
細
胞
の
入
れ
替
え
を
目

指
す
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
で
す
。
顔
の
む

く
み
改
善
や
美
肌
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。　

日
時　

10
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
谷
暁
子
さ
ん
（
ジ
ャ
パ
ン
ヨ

ガ
カ
レ
ッ
ジ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
リ
ン
パ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座　

〜
一
生
涯
、
健
康
的
に美

し
く
歩
こ
う
〜

　

筋
肉
を
ふ
わ
り
と
揺
ら
す
リ
ン
パ
セ

ル
フ
ケ
ア
を
行
い
骨
盤
・
体
の
歪
み
を

改
善
し
、
自
然
治
癒
力
を
高
め
た
後
、

日
常
の
正
し
い
姿
勢
と
歩
き
方
を
お
伝

え
し
ま
す
。

日
時　

11
月
1
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
川
慶
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会

理
事 
リ
ン
パ
療
法
士
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は

大
き
め
の
バ
ス

タ
オ
ル
、
５
本

指
ソ
ッ
ク
ス

※
服
装
は
運
動

の
で
き
る
も
の

で申
込　

10
月
7

日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ

ン
セ
ル
は
10
月
27
日
㈫
ま
で

※
受
講
無
料

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
㈰ 

午
後
1
時
〜
4
時

（
受
付
：
午
後
0
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
料
水
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
健

康
推
進
課
へ　

※
受
講
無
料

各
種
健
康

■
地
域
健
康
教
室

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
1

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
教
室
終
了
後
に
は
無
料

で
入
浴
も
で
き
ま
す
。（
入
浴
は
任
意

で
す
）。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

●
10
月
15
日
㈭ 

午
後
2
時
30
分
〜
・

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
6
番
10

号
）・
20
人

●
11
月
5
日
㈭ 

午
後
2
時
10
分
・
な

ご
み
湯
（
笠
松
1
丁
目
3
番
23
号
）・

20
人

※
各
10
分
前
よ
り
受
付

テ
ー
マ

●
10
月
…
「
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」

し
な
や
か
な
カ
ラ
ダ
で
若
々
し
く
！

●
11
月
…
「
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
体
操
」

痛
み
と
上
手
に
付
き
合
お
う
！

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
と
家
族

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
女
性
の
た
め
の
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
＆

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
（
全
２
回
）

　

身
体
の
中
に
溜
ま
っ
た
毒
素
や
老
廃

物
の
排
出
を
促
す
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

や
、
身
体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
す
る
リ

ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
ヨ
ガ

も
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

①
10
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰ 

午
前
10
時

〜
正
午

②
10
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯ 

午
後
1
時

〜
3
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容

①
・
②
と
も

１
日
目
…
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

２
日
目
…
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

対
象　

女
性

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
丸
橋
温
恵
さ
ん 

②
山
﨑
浩
子
さ
ん

（
日
本
総
合
ヨ
ガ
普
及
協
会
指
導
師
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
・
問
合
先　

10
月
1
日
㈭
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

へ※
受
講
無
料

歴　

史

健　

康

福　

祉

そ
の
他

持
ち
物　

飲
料
水
、タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　

10
月
6
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
20
日
㈫

ま
で

※
受
講
無
料
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歴　

史

文
化
・
教
養

健　

康

福　

祉

そ
の
他

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
４
６
４・
２
２
５
９

Fax
４
６
２・
５
４
０
０

■
あ
な
た
に
寄
り
添
う

心
配
ご
と
相
談
所 

出
張
相
談

　

誰
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
、
こ
ん
な
こ
と
で
も
聞
い
て
く
れ
る

か
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
！

日
時　

10
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

場
所　

い
こ
ら
も
〜
る
泉
佐
野
１
階
特

設
会
場
（
下
瓦
屋
２
丁
目
２
番
77
号
）

※
申
込
不
要
、
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

福　

祉

福　

祉

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

■
中
級
ヨ
ガ
講
座

　

ヨ
ガ
や
バ
レ
エ
な
ど
の
運
動
経
験
者

の
人
、
中
級
ヨ
ガ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
11
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

■N
ew
! 

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
脛(
す
ね)
の
筋
肉
を
鍛
え
よ
う
！
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

脹
脛(

ふ
く
ら
は
ぎ)
の
反
対
側
の
筋

肉
を
使
っ
て
、
つ
ま
ず
き
防
止
の
運
動

を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
26
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水

※
服
装
・
運
動
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
6
日
㈫

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６
・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６・
４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料

■
泉
佐
野
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
介
護
予
防
講
演
会
」

日
時
・
場
所

●
10
月
30
日
㈮ 

午
前
10
時
30
分
〜
正

午
・
佐
野
公
民
館

●
10
月
30
日
㈮ 

午
後
1
時
15
分
〜
2

時
45
分
・
長
南
公
民
館

●
11
月
12
日
㈭ 

午
後
1
時
15
分
〜
2

時
45
分
・
北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
11
月
19
日
㈭ 

午
前
10
時
30
分
〜
正

午
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容

●
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定
…
転
倒
し
や
す

い
足
か
ど
う
か
、
膝
痛
・
腰
痛
の
原
因

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
お
話
…
要
介
護
に
な
る

原
因
の
50
％
を
占
め
る
足
と
歩
行
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し

ま
す
。

●
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験

●
足
と
歩
行
の
悩
み
相
談
（
希
望
者
の

み
）

対
象　

泉
佐
野
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
で
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ッ
キ
の

人
、
腰
痛
で
お
悩
み
の
人
、
人
工
関
節

の
人
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る
人
、
介
護

予
防
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど

※
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な

い
人

定
員　

各
30
人

講
師　

健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

除
く
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
に
電

話
で
一
般
社
団
法
人 

健
康
寿
命
世
界

一
（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
５ 

Fax

06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
６
）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料
。
靴
下
を
脱
い
で
裸
足
に

な
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

武　

朗
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
ま
た
は
大
き

め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
7
日
㈬

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３
・
６
１
８
１ 

Fax
４
６
９
・
２

２
４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
7

日
㈯
ま
で

※
受
講
無
料

■
地
域
交
流
カ
フ
ェ
活
動

実
施
主
体
連
絡
会

日
時　

12
月
1
日
㈫

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

内
容　

カ
フ
ェ
活
動
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

ミ
ニ
講
座
、
カ
フ
ェ
活
動
団
体
の
紹
介

な
ど

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
団
体
・
個
人

●
居
場
所
づ
く
り
、
地
域
交
流
を
目
的

と
し
た
喫
茶
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

●
会
員
に
限
定
し
て
い
な
い
、
広
く
広

報
し
て
い
る

●
出
入
り
自
由
で
あ
る

●
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
価
格
設
定
に

な
っ
て
お
り
、
営
利
目
的
で
な
い

申
込　

11
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
参
加
無
料

■
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

日
時　

11
月
4
日
㈬ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
親
子

定
員　

７
組
（
先
着
順
）

申
込　

実
施
日
の
前
日
ま
で
に
直
接
ま

た
は
電
話
で

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
時　

11
月
５
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ
職
員

申
込　

11
月
２
日
㈪
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
土
曜
日
の
パ
パ
参
加
企
画
講
座

「
パ
パ
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
！

＆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

日
時　

11
月
14
日
㈯ 

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
…
午
前
10
時
〜

10
時
30
分

●
保
育
士
に
よ
る
触
れ
合
い
遊
び
な
ど

…
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

ル
ピ
ナ
ス
（
お
は
な
し
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
）

申
込　

10
月
12
日
㈪
以
降
の
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
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文
化
・
教
養

各
種
福
祉

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

歴　

史

健　

康

福　

祉

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
ひ
き
こ
も
り
支
援
者
講
座

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

【
1
回
目
】

日
時　

10
月
27
日
㈫

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

内
容
「
ひ
き
こ
も
り
と
は
？ 

〜
概
論

と
そ
の
支
援
の
実
際
〜
」

講
師　

浅
井
紀
久
子
さ
ん
（
公
認
心
理

師
・
臨
床
心
理
士
）

【
2
回
目
】

日
時　

10
月
30
日
㈮　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

内
容
「
居
場
所
（
生
活
支
援
）
の
大
切

さ 

〜
ひ
き
こ
も
り
支
援
・
親
支
援
の

現
場
か
ら
〜
」

講
師　

石
田
貴
裕
さ
ん
（
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）　

【
３
回
目
】

日
時　

11
月
5
日
㈭

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

内
容
「
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
気
持
ち

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う 

〜
支
援
・

関
わ
り
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
〜
」

講
師　

多
田
和
外
さ
ん（
臨
床
心
理
士
）

い
ず
れ
も

対
象　

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
心
の
あ

る
市
民
・
保
護
者

定
員　

各
40
人
（
先
着
順
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
5
日
㈪

〜
23
日
㈮
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
、

住
所
、
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
基
幹

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２

９
７
７ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）
へ

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場 

も
み
の
木
】

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え（
羽

倉
崎
3
丁
目
8
番
1
号 

☎
０
９
０
・
３

８
７
３
・
１
７
６
９[

ヤ
ジ]

）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
カ
フ
ェ
な
の

で
認
知
症
の
人
も
安
心
で
す
。

日
時　

10
月
11
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
ほ
か

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

つ
む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎
０
８
０
・
５
３
１
１
・
０
０
１
６[

辻

下
﹈）

※
申
込
不
要
。飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
（
４
５
０
円
）
を

提
供
し
ま
す
。

【
メ
モ
リ
ー
喫
茶 

コ
ス
モ
ス
】

　

介
護
の
お
話
、
悩
み
相
談
な
ど
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

10
月
17
日
㈯ 

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

場
所
・
問
合
先　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
櫻
苑
（
羽
倉
崎
上
町
３
丁
目
３
番
41

■
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
ル
リ
エ
」

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
ル
リ
エ
」

で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
、
障
害
理
解
と

ル
リ
エ
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

時
間
を
作
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
9
日
㈮
、
11
月
13
日
㈮
、

12
月
11
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
４
時

施
設
協
力
金　

各
１
０
０
円

場
所
・
問
合
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー 

ル
リ
エ
（
☎
０
５
０
・
１
５
５
９

・
０
５
３
１
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

ル
リ
エ
…

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

事
業
で
、
医
療
法
人
清
楓
会
に
運

営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
地
域
で

暮
ら
す
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、

日
常
生
活
上
の
相
談
や
就
労
相
談
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
地
域

住
民
と
の
交
流
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

号 

０
１
２
０・
０
１
１・
０
１
３
）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
稲
刈
り
体
験
・
見
学
会

　

秋
晴
れ
の
下
、
親
子
で
稲
刈
り
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
８
日
㈭

　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

場
所　

下
瓦
屋
南
ほ
場
整
備
地
区
の
田

ん
ぼ
（
下
瓦
屋
青
少
年
広
場
西
側
）

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

申
込　

氏
名
、
雨
天
順
延
の
場
合
の
連

絡
先
を
記
入
し
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
汚
れ
て
も

よ
い
も
の
で

■
下
瓦
屋
地
域
文
化
祭

　

地
元
の
保
育
園
、
福
祉
施
設
、
小
・

中
学
生
や
講
座
生
の
作
品
展
示
と
活
動

紹
介
、
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
3
日
㈷

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

旧
下
瓦
屋
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

主
催　

下
瓦
屋
地
域
文
化
祭
実
行
委
員
会

後
援　

泉
佐
野
市
、
泉
佐
野
市
教
育
委

員
会

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
販
売
物
を

除
く
）。
連
絡
先
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
送
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

問
合
先　

下
瓦
屋
地
域
協
議
会

☎
０
９
０
・
８
８
２
８
・
９
８
７
８

Fax
４
６
３
・
２
１
４
７

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン 

〜Trick or Treat 

〜 

　

カ
レ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
、「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
」
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

　

米
国
出
身
、
英
語
教
師
の
カ
レ

ン
さ
ん
の
お
話
の
後
は
「Trick or 

Treat

」。
家
に
見
立
て
た
各
部
屋
（
２

箇
所
）
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。
趣
向

を
凝
ら
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

講
師　

塩
田
カ
レ
ン
さ
ん 

（
カ
レ
ン
先

生
合
同
会
社 

）

参
加
費　

３
０
０
円
（
子
ど
も
一
人
）

※
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
で
な
い
人
も
参
加

可
（
当
日
入
会
も
可
）。
フ
ァ
ミ
サ
ポ

会
員
で
な
い
人
は
、
１
家
族
に
付
き
プ

ラ
ス
２
０
０
円
徴
収

申
込
・
問
合
先　

10
月
13
日
㈫
〜
22
日

㈭
に
い
ず
み
さ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３
・
３
５

３
０
）
へ

※
お
菓
子
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
配
慮
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

て
く
て
く
ツ
ア
ー

　

天
保
古
絵
図
の
長
滝
と

樫
井
古
戦
場
跡
を
巡
る

〜
古
絵
図
に
残
る
長
滝
の
寺
社
を
訪

ね
、
大
阪
夏
の
陣
・
樫
井
古
戦
場
跡
を

歩
く
〜

日
時　

10
月
24
日
㈯ 

午
前
9
時
30
分

〜
午
後
3
時　

※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
長
滝
」
駅　
　
　

解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
新
家
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
明
福
寺
（
禅
興
寺
跡

碑
）
↓
善
光
寺
地
蔵
堂
↓
中
之
宮
神
社

↓
薬
師
堂
↓
天
野
神
社
↓
清
福
寺
↓
慶

長
庚
申
碑
↓
光
瀧
寺
↓
帝
釈
天
↓
蟻
通

神
社
（
昼
食
・
紙
芝
居
）
↓
八
丁
畷
地

蔵
↓
塙
団
右
衛
門
の
五
輪
塔
↓
奥
家
住

宅
↓
淡
輪
六
郎
兵
衛
の
宝
篋
印
塔
↓
樫

井
古
戦
場
碑
↓
解
散
（
約
7
㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

大
人
３
０
０
円
（
小
学
生
以

下
１
０
０
円
、
傷
害
保
険
料
・
資
料
代

含
む
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
、
敷

き
物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
4

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
e
メ
ー
ル

で
泉
佐
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４

５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５
・
１
４
２

７ 

e
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp

）
へ

※
当
日
7
時
に
警
報
発
令
時
は
中
止
、

催
行
確
認
は
当
日
7
時
以
降
に
緊
急
連

絡
先
（
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・
３
９
０

１
）
へ

健　

康

そ
の
他

歴　

史

福　

祉

文
化
・
教
養

■
弓
振
窯
陶
芸
教
室
生
徒
作
品

第
32
回
土
窯
会
展

　

日
根
野
弓
振
窯
（
ゆ
ぶ
り
が
ま
）
で

作
陶
を
続
け
る
土
窯
会
の
会
員
作
品

展
。
伝
統
・
オ
ブ
ジ
ェ
・
民
芸
調
な
ど

の
様
々
な
手
法
を
凝
ら
し
た
作
品
群
で

す
。
こ
の
一
年
間
の
成
果
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
時　

10
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

熊
取
交
流
セ
ン
タ
ー（
煉
瓦
館
）

問
合
先　

弓
振
窯
（
古
谷 

☎
４
６
７
・

０
０
４
３
）

■
府
営 
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
」

　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
」
と
一
緒
に
サ
ツ

マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

10
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行
（
内
容
を
変
更
す
る
場
合

あ
り
）

場
所　

府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

定
員　

30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　

１
０
０
円
（
3
歳
以
上
）

持
ち
物　

帽
子
、
軍
手
、
運
動
靴
ま
た

は
長
靴
推
奨
。
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い

も
の
で

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機

あ
り

申
込
・
問
合
先　

10
月
7
日
㈬
正
午
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
次
の
平
日
を
除
く
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
4
時
に
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
７・
２
４
９
１
）

へ※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
ま
た
は

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ica

日
本
語
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

地
域
在
住
外
国
人
の
日
本
語
学
習
を

支
援
す
る
た
め
の
指
導
者
を
養
成
し
ま

す
。
講
座
終
了
後
は
日
本
語
指
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
時　

11
月
7
日
〜
2
月
27
日
（
年
末

年
始
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日 

午
前
10

時
〜
正
午
（
全
14
回
）

※
受
講
人
数
に
よ
り
回
数
が
前
後
す
る

場
合
あ
り

受
講
条
件　

ica

会
員
に
な
る
こ
と（
年

会
費
２
，
０
０
０
円
）

定
員　

13
人
（
先
着
順
）

講
師　

ica

日
本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
者

受
講
料　

５
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

協
力　

国
際
交
流
基
金 

関
西
国
際
セ

ン
タ
ー

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
23
日
㈮

（
火
〜
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
5

時
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地

球
交
流
協
会
（ica

）（
☎
４
２
９
・
９

７
４
１ 

Fax
４
２
９
・
９
７
４
２ 

e
メ
ー

ル
：ica@

ica.gr.jp

）
へ

※
締
切
日
以
降
、
受
講
人
数
が
確
定
次

第
、
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

■
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所

ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
２
０
２
０

【
講
演
会
】（Z

oom

配
信
）

日
時　

10
月
18
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
4
時

●
講
演
１

内
容　
「
世
界
初
の
加
速
器
を
用
い
た

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
実
現 
〜
京
都
大
学
に
お
け

る
加
速
器
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
開
発
の
歩

み
〜
」

講
師　

田
中
浩
基
（
京
都
大
学
複
合
原

子
力
科
学
研
究
所 

准
教
授
）

●
講
演
2

内
容　
「
熱
電
変
換 

〜
原
理
、
応
用
、

将
来
展
望
〜
」

講
師　

黒
﨑　

健
（
京
都
大
学
複
合
原

子
力
科
学
研
究
所 

教
授
）  

対
象　

中
学
生
以
上

申
込　

10
月
8
日
㈭ 

午
後
0
時
30
分

〜
15
日
㈭ 

正
午
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

※
参
加
無
料

【
実
験
教
室
】

　

ア
ト
ム
（
原
子
）
や
放
射
線
に
関
す

る
簡
単
な
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

科
学
の
楽
し
さ
や
お
も
し
ろ
さ
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
25
日
㈰

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
13
日
㈫ 

午
後
0
時
30
分

〜
19
日
㈪ 

正
午
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

※
参
加
無
料
。
最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先　

　

京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究

所
総
務
掛
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
5
時
☎
４
５
１
・
２
３
０
０
）

へ※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https

://w
w
w
.rri.kyo

to
-u.ac.jp

/
public/asf/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）
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採用・募集採用・募集

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

花とみどりのボランティア団体
　市域の快適な生活環境を保全するとともに、緑化意識の高揚と地域コミュ二ティの活性化を図るため、市内
の道路植栽帯などの清掃や花壇の手入れなどをしていただけるボランティア団体を募集します。
ボランティア団体の要件　市内に在住・在勤・在学する3人以上の別世帯の個人により構成され、1年以上継続
して活動できる団体（総人数は代表者を含め概ね10人以下とします。）
活動区域　市などが管理する道路植栽帯などで市長が定める区域とし、当面は市が3つのモデル区域（市道上町
末広線・市道日根野駅前線・市道井原池市場東線）を設定します。※他の市道路線でも可。
活動内容
●雑草除去および清掃
●既存または新設する花壇などでの花木の植付・維持管理
活動に対する市の支援
●団体の代表者および構成員に係るボランティア活動保険への加入（加入手続の代行及び加入保険料の負担）
●ボランティア袋（活動により収集または発生するごみ用の袋）の支給
●活動表示板の貸与
●ボランティア活動推進補助金の交付（花壇などでの花木の植付・管理実施団体のみ）

問合先　環境衛生課

年度限度額　花壇など１㎡当たり1万円（1団体当たり5万円を限度）
補助対象　花壇などの維持管理に係る必要最小限の園芸用具と花木の種苗などの購入費に限る。
（例）移植ごて、軍手、花壇用ブロック・レンガ・支柱（プランターは不可）、花木の種苗（野菜類は不可）、
腐葉土、肥料など
交付回数　年度中2回以内（上半期交付分は11月中に振込予定で下半期交付分・通年交付分は翌年5月に振
込予定）

市立小・中学校市費講師
　市教育委員会では、小・中学校で以下の取組を推進するため、市の負担
により1年間の任期を定めた常勤講師を募集します。
募集人数・取組
●小学校市費講師…8人（予定）・小学校3～ 6年生で35人学級を実施する
ため
●中学校市費講師…5人・生徒指導機能充実・小中連携の強化に関する取
組を推進するため
雇用期間　令和3年4月1日～令和4年3月31日までの1年間
試験日
●第1次（筆答）11月28日㈯
●第2次（面接）来年1月予定
募集教科　国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保体、技術、家庭、英
語から5人
※各教科１人の合格を保証するものではありません。
受験資格　来年4月1日現在で有効な募集校種（教科）の教諭免許を有す
る人または、取得見込の人
申込・問合先　教育総務課に備え付けの申込用紙またはホームページから
申込用紙をダウンロードし、10月26日㈪～11月6日㈮に郵送（当日消印
有効）または持参で
※募集要項など、詳しくはホームページ（http://www.city.izumisano.
lg.jp/kakuka/kyoiku/kyoikusomu/index.html）をご覧ください。

看護専門学校受験生
　看護師として地域医療に貢献したいと思っている人を募集しています。
高校新卒の人から社会人経験者までどなたでも受験できます。
【高校新卒推薦、社会人】
受付期間　10月19日㈪～11月4日㈬
試験日　11月14日㈯
【一般入試】
受付期間　12月21日㈪～来年1月8日㈮
試験日　来年1月16日㈯
申込・問合先　泉佐野泉南医師会看護専門学校（☎469-3070）
※詳しくはホームページ（https://www.iskangos.ac.jp）をご覧ください。

市職員
【特定任期付職員 特定法務職】
採用予定人数　１人
試験日
一次試験　10月下旬予定
二次試験　11月上旬予定（一次試
験合格者のみ）
採用予定日　来年4月1日
申込・問合先　10月1日㈭～14日
㈬（土・日曜日除く）に人事課へ
※国籍は問いません。詳しくは問
い合わせてください。募集要項は、
ホームページ（http://www.city.
izumisano.lg.jp/kakuka/somu/
jinji/menu/saiyo.html） か ら ダ
ウンロードできます。
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泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（8月受付分）

●10万円…人生道場
●10,177円…成人会
●衣料品2点…匿名

寄付
～小・中学校の児童生徒の衛生安全のために～

●アルコール除菌剤1ℓ72本…ヤマト住建株式会社
問合先　教育総務課

中小企業退職金共済（中退共）制度
　中退共制度は、中小企業の事業主が従業員の退職
金を計画的に準備できる国の退職金制度です。
●掛金の一部を国が助成（一部対象外となる場合あり）
●掛金は全額非課税で手数料不要
●社外積立型で管理が簡単
●パートタイマーの加入も可
問合先　（独）勤労者退職金 共済機構中小企業退職
金共済事業本部（☎03-6907-1234）ホームページ
（http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/）

「暮らしの便利帳」官民協働で発行
　市の概要や事業、市民サービスの手続きや窓口案
内などの情報をまとめた冊子「暮らしの便利帳」を
㈱サイネックスと協働で発行します。
　編集・印刷・配付にかかる費用はすべて広告料で
賄われるため、市は費用負担なしで発行することが
できます。来年1月頃に約5万部を発行し、全戸に配
付を予定しています。
問合先　自治振興課

今年も開園します
日根荘大木の里コスモス園

　コスモス園は、「日根荘大木の農村景観」として国
の重要文化的景観に選定された大木地区にあります。
　また、令和元年に「旅引付と二枚の絵図が伝える
まち－中世日根荘の風景－」として日本遺産に認定
されました。伝統的な農村景観の広がるこの地で、
コスモスを愛でてみませんか。
期間　10月10日㈯～25日㈰ 午前9時～午後4時
場所　南海バス「境界橋」バス停 徒歩すぐ
主催　大木まちづくり協議会
問合先　文化財保護課（☎447-6766）
※入園無料。コスモスの花を１本20円で販売します。
（一人5本まで）

あなたのチャレンジ応援します！2020創業塾（プレ講座）
　「わたしたちの月3万円ビジネス！体験ワークショップ」「月3万円ビジネスって？」「いったいどんな講座？」
をお伝えしながら、講座の雰囲気を体験できるたのしいワークショップを行います。一歩踏み出したいけど自
信がない、ちょっと興味がある、話だけでも聞いてみたいなという人は一度この体験講座に来てみてください。
発見や出会いがきっとありますよ！
日時　11月16日㈪ 午後1時～4時　
場所　泉佐野商工会議所
講師　矢口真紀さん（choinaca合同会社代表）
定員　50人（先着順）
申込・問合先　バリュー・リノベーションズ・さの
（☎477-7365）へ
※受講無料

2020創業塾（本講座）
日時・内容　
●12月2日㈬ 午後6時30分～8時30分
「ビジネスプランの立て方」
●12月8日㈫ 午後6時30分～8時30分
「ノウハウの確立方法」「社会保険と労働保険について」
●12月16日㈬ 午後6時30分～8時30分
「粘り強い経営」
場所　泉佐野商工会議所
定員　各20人（先着順）
受講料　1,000円（税込）
申込・問合先　11月6日㈮までに泉佐野商工会議所
（☎462-3128）へ▲プレ講座申込

QRコード ▲矢口真紀さん
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

広　

告

広

告

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板
最低賃金のお知らせ

　大阪府の最低賃金額は据え置きとなりました。
時間額　964円　
効力発生日　10月1日
問合先　大阪労働局賃金課（☎06-6949-6502）

新川塾開講 泉州・泉佐野ってどんな町？
　泉州・佐野町場の形成から繁栄時代～現在への歴史を元市史編さん室の編さん委員
および学芸員のみなさんを講師に迎え、旧新川家住宅（ふるさと町屋館）の外蔵にお
いて開催します。
時間　午後2時～3時30分      
定員　各20人（先着順）        
主催　特定非営利活動法人 泉州佐野にぎわい本舗
共催　泉佐野観光ボランティア協会
場所・申込・問合先　泉佐野市ふるさと町屋館（☎469-5673）
※参加無料        

開催日 内　容 講　師
10月11日㈰ 俵屋新田にみる岸和田藩の新田開発 曽我友良さん（貝塚市郷土資料室学芸員）
10月18日㈰ 食野・佐野と海運業 井田寿邦さん（歴史と今を知る会）
10月25日㈰ 村から見た樫井合戦（日本遺産） 樋野修司さん（歴史と今を知る会）
11月８日㈰ 朝鮮通信使と泉佐野 烏野茂治さん（近江八幡市市史編纂室主幹）

11月14日㈯ 泉佐野市の歴史文化遺産を考える 
～ 3つの日本遺産と文化財保存活用地域計画～ 中岡　勝さん（文化財保護課課長）

11月29日㈰ 里井浮丘と日根対山 東原和代さん（文化財保護課日根荘係長）
12月6日㈰ 中瑞雲斎と崇徳院神霊の京都還幸 宮田克成さん（三豊市文書館館長）

第2回 さの町場まちやど実践ワークショップ（全3回）
　まちを一つの宿と見立て、宿泊施設と地域の日常をつなぎ、まちぐるみで宿泊客をもてなす「まちやど」をテー
マに、現在も古い蔵や町屋の面影が残るさの町場の空き家・空き店舗など遊休不動産の活用に向け、物件見学、
レクチャー、ワークショップを通じてビジネスプランを企画、提案する3日間の実践的な短期集中講座を開催し
ます。可能性あふれるエリアを舞台に、新たなまちやど事業をはじめてみませんか？　
日時　
●11月13日㈮ 午後0時30分～8時30分
●11月14日㈯ 午前10時～午後7時30分
●11月15日㈰ 午前10時～午後7時30分
場所　泉佐野ふるさと町屋館、エブノ泉
の森ホール

講師　
●宮崎晃吉さん（株式会社HAGI STUDIO 代表取締役） 
●瀬川　翠さん（株式会社StudioTokyoWest 代表取締役）
●嶋田洋平さん（株式会社らいおん建築事務所 代表取締役）
参加費　15,000円（税込）
申込　バリュー・リノベーションズ・さのホームページ（http://
vr-sano.com/）へ
問合先　バリュー・リノベーションズ・さの（☎477-7365 eメー
ル（info_vrs@jcom.zaq.ne.jp）
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第35回 大阪の消防大賞の伝達が行われました
　第35回「大阪の消防大賞」において、消防職員の部で「泉州南消防組合」、消防団の部で「泉佐野市消防団
市役所分団」がそれぞれ受賞し、8月21日㈮、産経新聞社大阪本社に泉佐野市役所へお越しいただいて伝達式
が行われました。栄えある「大阪の消防大賞」のダブル受賞となり、また泉州南消防組合については2年連続
の受賞となります。

▲泉佐野市消防団市役所分団▲泉州南消防組合

抗菌マスクバンド寄贈への感謝状
　　　8月21日㈮、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止の対策として、長時間マスクをつけても耳に負担
がかからない「抗菌マスクホルダー」を2,000個寄贈
いただいたことに対し、サンライト化成株式会社へ市
長より感謝状が贈呈されました。

泉佐野シニアチームが全国大会出場
　　　泉佐野シニアチームは、8月に大阪府内各地の
野球場で開催された「ＪＡ共済杯第26回日本リトル
シニア全国選抜野球大会」に出場しました。1回戦で
信越代表の岡谷リトルシニアチームに快勝し、翌日の
2回戦で東北代表の宮城北部リトルシニアチームに残
念ながら敗れてしまいましたが、選手たちは精一杯プ
レーしました。

主要債権の一斉督促催告「アタック30」の団結式
　　　国民健康保険料をはじめ各種保険料、負担金、
使用料、貸付金、市税などの市民負担の公平性を保ち、
より一層の歳入確保を図るため、8月最後の1週間に主
要30債権の担当職員が一斉に督促催告する「アタック
30」の団結式を8月25日㈫に市役所で行いました。

泉佐野市消防団市役所分団泉州南消防組合

泉佐野シニアチ ムが全国大会出場

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を
募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

関空アイスアリーナで小学生の体験学習
　　　「ナショナルトレーニングセンター」に指定さ
れた関空アイスアリーナにおいて、8月に市内の小学
生のアイススケート体験学習が行われました。レッス
ンを受けた児童は、初めてでも手すりに頼らず滑れる
ようになったようで、子どもたちがアイススケートに
慣れ親しむ良い機会となりました。

泉佐野市火災予防協会が総務大臣表彰を受賞
　　　9月1日㈭、泉佐野市火災予防協会の久間会長に
各種安全の普及、安全水準の向上、災害の発生防止な
どに尽力された個人、団体に贈られる「安全功労者総
務大臣表彰」の受賞報告に来ていただきました。泉佐
野市火災予防協会は、危険物安全推進大会の開催や車
両の寄贈、少年消防クラブの育成など、多大な貢献を
されています。

大阪880万人訓練で「災害対策本部訓練」を実施しました

【課題の付与によるロールプレイング形式の訓練】

　9月4日㈮、府内で一斉に行われた「大阪880万人訓練」
に伴い、泉佐野市では市役所内で「災害対策本部訓練」を
実施しました。今回は巨大地震発生後4日が経過した状況
で、活動が人命救助から生活支援に変わるという難しい設
定のもとで、約3時間に渡るロールプレイング方式の本格
的な図上訓練が行われました。
　今年は、新型コロナウイルスへの対応として、三密防止
のため4つの部屋に分けてWeb会議システムで繋いで訓練
が行われました。

▼ドローンによる被害状況確認訓練

▲別室から、コントロー
ラーが時系列に沿って、
電話でさまざまな実際的
な状況を付与

▲実際の災害と
同様の状況分析
の訓練を行う

▼事案調整・報告スペー
スで、報告を受けた内
容について関係機関な
どとの調整を行う

▼状況を付与された
プレーヤーが、判断・
対策・処置などの訓
練を行う

▶自衛隊大阪地方協力本部、泉佐
野警察署、泉州南広域消防本部、
泉佐野市消防団のみなさんに参加していただきました。
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　8月分 約3,344ｔ（前年同月比 -4.97.97％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
8月末日現在8月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　  99,962人○ 市内人口　  99,962人（-（-5656人）人）
○○ 男　　　　  47,954人 男　　　　  47,954人（（--2828人）人）
○○ 女　　　　  52,008人 女　　　　  52,008人（（--2828人人））
○○ 世帯数　　  47,632世帯（ 世帯数　　  47,632世帯（++99世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【10月の主な放送内容（予定）】
●前半：日本遺産 ほか
●後半：大防災訓練のお知らせ ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

イベント中止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、下記のイベントが中止となります。
●第17回 泉州YOSAKOIゑぇじゃないか祭り
問合先　まちの活性課（☎469-3131）

●泉佐野市農業祭
問合先　農林水産課（☎463-1212）

運転免許証を自主返納した
高齢者に「さのぽ」を進呈

　平成30年4月1日以降に運転免許証を自
主返納した高齢者に「さのぽ」10万ポイン
トを進呈します。
対象　市内に住所がある自主返納時70歳以
上の高齢者（一度ポイントを受けた人を除く）
付与ポイント　10万ポイント
募集人数　100人（申込多数の場合は抽選）
申込期間　10月5日㈪～11月30日㈪
申込・問合先　便箋などに「私は、運転免許
証を自主返納しましたので、関係書類を添え
て申請します」と題し、氏名、住所、生年月
日、年齢、電話番号を記入
し、「運転経歴証明書」の
写しまたは「申請による運
転免許の取消通知書」の写
しを同封の上、郵送（当日
消印有効）で〒598-8550 
泉佐野市役所道路公園課へ

第11回 
全国タオル筆で描く絵てがみコンクール

　タオル筆で描いた絵手紙のコンクールを開催します。み
なさんの出品をお待ちしています。
募集期間　10月1日㈭～11月30日㈪
展示期間　来年3月24日㈬～28日㈰
展示場所　エブノ泉の森ホール ギャラリー
出品点数　1人1点
主催　泉佐野市教育委員会
申込・問合先　NPO法人 泉州佐野にぎわい
本舗（☎468-6665 Fax469-5673）
※募集要項に掲載のFAX番号は使えません。

新成人の抱負 代表者
　成人式は、あなたの人生において、大人としての自覚と責任をあらためて意
識する記念すべき式典です。その壇上で、新成人の代表として抱負を語ってみ
ませんか。
応募資格　市内在住の2021年成人式対象者（平成12年4月2日～平成13年4月
1日生まれ）
定員　男女各１人

選考・発表　市教育委員会事務局で選考し、入選者に直接通
知します。
応募・問合先　10月23日㈮（必着）までに、「新成人の抱負」
をテーマにした400～800字（用紙自由）の作文に、住所、氏
名（ふりがな）、生年月日、電話番号を記入し、郵送またはe
メール（seinen＠city.izumisano.lg.jp）で〒598-0001上瓦
屋610-3 泉佐野市教育委員会青少年課「新成人の抱負」係へ
※応募作文は返却しません。事前に2回程度の打ち合せと、
成人式前日にリハーサルがあります。

2021年 泉佐野市成人式
日時　来年1月11日㈷ 
●午前10時～（新池・第三・長南中学校出身者）
●午後2時～（佐野・日根野中学校出身者）
※広報8月号の掲載内容から変更があります。
場所　エブノ泉の森 大ホール
※当日は、12月初旬に送付する案内ハガキ
を受付に提出してください。詳しくはホーム
ページ（http://www/city.izumisano.lg.jp
/kakuka/kyoiku/seishonen/menu/seijins
ai.html）をご覧ください。
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